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令和 4 年第 4 回高森町定例会一般質問会議録 

令和 4 年 12 月 8日 午前 9時 00分開議 

会場：高森町役場 議場 

 

頁 氏名 質問事項 

44 木下 啓爾 
Ⅰ リニア中央新幹線開通に向けた 

今後の高森町の取り組みについて 

55 大島 正光 Ⅰ 「ゼロカーボンシティ」としての取り組みの加速を 

61 市川 信幸 
Ⅰ 地区計画策定について 

Ⅱ 下水道事業について 

70 本島 未来 Ⅰ 子どもたちの権利について 

790 北沢 幸保 
Ⅰ 場外舟券売場について 

Ⅱ サッカー場建設について 

95 佐々木 昌 
Ⅰ インボイス制度（適格請求書等保存方式）の 

町民への周知徹底の状況と対策について 

99 河合 隆俊 Ⅰ 休日部活動の地域移行について 

103 岩口 友雄 Ⅰ 令和５年度予算について 
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日程第 11 一般質問（会議規則第 60 条） 

○議長（小平一博君） 日程第 11、「一般質問」を行います。 

会議規則第 60 条の規定により、通告順に質問を許します。 

質問される方は、質問席で一項目ずつお願いいたします。 

それでは、一般質問に入ります。 

 

◇ 通告１番 木下 啓爾（８番） ◇ 

○議長（小平一博君） ８番、木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 議席番号８番、木下啓爾です。 

通告に従い、リニア中央新幹線開通に向けた今後の高森町の取り組みについ

て、質問をいたします。 

国道 153 号線、座光寺リニア長野県駅の工事に向けて日増しにその様相が変

わってきております。2028 年以降に延期されるとも言われるリニア中央新幹線

の開通が現实味を帯びてまいりました。 

また、座光寺スマートインターチェンジの供用が開始され、10 年ほど後には

三遠单信自動車道の全線開通も見込まれております。 

そこで、項目（１）の質問に入ります。 

2028 年以降に開通が見込まれるリニア中央新幹線ですが、座光寺スマートイ

ンターチェンジの高森方面への道路整備、三遠单信自動車道の全線開通なども

含めて、それらが高森町にどのような変化をもたらすと考えておられるのか、

お聞きをいたします。 

○議長（小平一博君） （１）に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） リニア中央新幹線、同時に、同時期ですね、同時期に開通す

る三遠单信自動車道によって、高森町を含むこの圏域全体には、高速交通網で

つながった都市圏、首都圏からの来訪者が増加し、リニア長野県駅などに設置

予定の新たな交通ハブを介して多様な交流が生まれることが期待をされていま

す。こういった流れが地域の中で大きな対流となって、ヒト・モノ・コトがつ

ながる交流圏域の形成というものを期待しています。 

こうした効果は、リニア長野県駅など結節点から数分と近い高森町にとって、

より直接的な影響や効果がもたらされるというふうに考えております。 
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一方で、リニアの開通でヒトやモノの交流が盛んになるんですが、経済が活

性化する反面、この地域の人々の圏域外への流出、こういったものが進むので

はないかというようなことも言われております。そうならないために、生産年

齢人口の増加に向けた企業誘致であったり、そういった積極的な対策が必要に

なっていくと思っております。 

また、地域の魅力であったり新たな価値の創造、こういったものなど、リニ

アが開通してもこの地域に住み続けたいと思えるようなまちづくり、人づくり

をしていく必要があるのではないかと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） これからの町の変貌について、町長からお考えをお聞きをい

たしました。 

①の質問に入ります。 

本年度の地域デザイン係の新設や、最近、町長が表明された観光協会の稼働

などは、リニア開通を見越しての行政の取り組みと考えております。それぞれ

のねらいについて、お答えをいただきます。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 議員からご案内いただいたとおり、どちらもリニア到来に備

えた活動の一環であります。地域デザイン係の設置につきましては、元々高森

町全体、または山吹下河原など特定の地域が抱えていた潜在的な課題に対して、

今の町民や事業者にとって足元の方策を展開していくということもあります。 

具体的には、建設課の地域デザイン係は、当面する山吹下河原に連なるかわ

まちづくり、サッカー場等のスポーツ拠点施設、今後、計画をするかもしれな

い住宅団地等の開発を、面的かつデザイン的に進めているということです。 

新年度予算において、都市計画のマスタープランと立地適正化計画の策定の

費用を計上する予定をしておりまして、こういった下河原のみならず、全町を

展望した、例えば、下市田産業用地周辺を含めた用途地域の指定であったり、

吉田单地域の持続可能な土地利用計画、こういったものも今後は計画をしてま

いりたいと思っています。 

来年度稼働を予定しております観光協会につきましては、いろんなことをや

らなきゃいけないんですが、まず当面やらなきゃいけないのは、出砂原の夏祭
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りの大煙火大会、来年度 100 回目を迎えるということで、なかなか自治会で継

続することが難しくなってきているということなので、観光協会が主催でやる

ことができるのかどうなのかというところを研究してまいりたいと思います。 

併せて、座光寺スマートインターからほど近い湯ヶ洞を起点とするビジター

センターの将来構想に向けて、観光という側面を、高森町だけでとらえるので

はなく、单信州圏域であったり上伊那圏域ともつなぎながら、いろんなことが

展望できるような、そんな準備を進めてまいりたいと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） ただいまご回答いただきました地域デザイン係、観光協会の

稼働など、喫緊の高森町の課題についての対策であるというお答えをいただき

ました。 

本日、一般質問しておりますリニア開通というのは、残り何年というふうに

考えますと、非常に間近に迫っている事項でございます。それまでに準備する

ことが多方面、他項目にわたります。そのために町は、高森町は今から何をす

るかを行政が考えることも当然必要です。しかし、一方では、リニア開通への

町民の意識は高まりが低いと思います。主体的なまちづくりは、町民の意識の

向上に関わってまいります。 

そこで、町民のリニア開通への意識を高める方策について、町からの働きか

けはどのようにお考えなのか、お聞きをいたします。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） さまざまな町民の皆様であったり事業者の皆様がいらっしゃ

る中で、私たちが感じているのは、狭い小さな町なんですけれども、町の单北・

東西、距離感に応じて、リニアの意識が非常にこう温度差があるということを

感じています。また、積極的にリニア開通を見据えながら、将来構想を展望し

ていろんな活動をしてくださり始めた方というのは、ごく尐数であるのかなと

いうような気もしております。 

町が考えている将来展望ということをお話しするとすれば、第７次まちづく

りプランが、まさにこのリニア到来の 2027 年度を目標に定めて、積極的に施策

であったり事業を進めているということと、事あるごとに、将来像の「なりた

い『あなた』に会えるまち」を、リニアに重ねて課題提起や対話に努めてきて
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いるというところはあります。 

さらなる意識の高まりというところなんですけれども、これでやっと天竜川

の橋脚が見えてきたりとか、12 月 22 日には駅の起工式が行われて、駅が整備

をされていくという、そういう状態が見えてくると、自然と住民の皆さんもそ

れなりに意識が高まってくるというところもあるかもしれませんし、それだけ

ではなくて、やはりいろんなことを通じてリニアを受け入れる、交流人口を受

け入れる準備というのを、町としても提案しなければいけないんですが、町だ

けではなくて、やっぱりそういうことを中心でやる産業の皆さんであったりと

か、あとは例えば、ここにいらっしゃる議員の皆さんお一人お一人もいろんな

ところで頑張ってやっていきましょうとか、やっぱり稼ぎましょうとか、そう

いうようなところを提起していっていただくことで、全体の機運を盛り上げて

いくというようなことに努めてまいりたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 私もそうなんですが、日常目に入ってくるものや入ってくる

情報によって、人のものの考え方は変わってまいります。今度のリニアもそう

で、冒頭に申しましたように、153 号線近辺で、「あっ、ここ変わった」「先週

通ったら、ここあったのになくなった」とか、そういう外的な刺激によって変

わるもの、いま町長がご回答いただきましたように、その外的な刺激を高森町

としてどうするか、ご指摘のように、議会も議員も、そして町職員も、その意

識を町民に持っていただくような取り組みが必要になってくるかなあと思いま

す。 

時間の関係もあります。（２）の項目に入ります。 

冒頭でもお話をさせていただきましたが、供用が開始された座光寺スマート

インターについては、今後、飯田市内じゃなくて、高森方面への道路が整備さ

れてまいります。三遠单信の全面開通、さらにはリニア中央新幹線が開通しま

すと、人流や物流が大きく変化すると考えられます。 

町は、その人流・物流の変化をどのように構想されておられるのか、お聞き

をいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） まず、リニアがもし大阪まで延伸したというところを考えま
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すと、三大首都圏、東京・名古屋・大阪のすべての国際空港から大体同じくら

いの時間以内で来れるというのが、飯田の圏域になると考えています。 

ですので、人の流れが非常に多くなってくるというところはとらえておかな

ければいけないということです。 

三遠单信自動車道については、これまで遠回りをしなければいけなかった静

岡県と豊橋とかそういったところに対しての海港ですね、海、港や温暖な気候

に恵まれた静岡県を中心とする東海圏域との物流が加速していくというふうに

考えています。 

一方で、この新型コロナ感染症のパンデミックを契機として、ヒト・モノ・

コト、これが物理的な移動以外にも、インターネットを通してオンラインやリ

モート、バーチャルみたいなもの、メタバースであったりとかそういうのがあ

るんですけれども、そういったものでつながるということを体感してきている

人たちもいるんですが、そういったことではなくて、人と人の親睦であったり、

この場所でしか触れられない希尐な地場産品、こういったものを、やはりネッ

トも利用するんですが、ここで体験していただくというようなところを、町と

してはしっかり取り組んでいく必要があるのかなあという、考えておるという

ことです。 

ちょっと変化の見極めというのは非常に難しいので、こうなっていくところ

をうまく見極めつつ、きちんとした対策を講じていくということしかないのか

なあと思っております。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） いま町長の言われたとおりでありますが、私個人としては、

大阪までつながった時点での高森町のあり方等々には、とてもとても考えが及

びませんで、名古屋までつながって全面開通したらどうなるのかと喫緊のこと

ばかりを考えております。反省をしております。 

続いて、①の質問に入ります。 

リニアの開通等による変化については、ただいまお答えをいただきました。 

しかし、それに対して、先ほど申しました高森町の町民によるまちづくりの

観点での準備、これを進める必要があると考えております。一昨年から何度か

会議を重ねて、今月 24 日にも関係行事が豊丘村で開催されると聞きました、北

部総合事務組合のリニア構想のような取り組みもあります。 

また、先日、新聞報道がありましたが、单信州地域の戦略会議では、リニア
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時代へ最重要期間として、2023 年度からの次期総合５カ年計画の素案というの

も提示されました。 

これらの広域での取り組みは非常に重要でございます。しかし、高森町では、

現在のところ、町民への浸透や意見の集約などには至っていないように思いま

す。北部総合事務組合や单信州地域戦略会議のような取り組みを、高森町の町

民レベルで考えることも必要であると思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） まず、北部のリニアまちづくり構想につきましては、高森町

からも中学生が参加して懇談をしたりとか、「わかもの☆特命係」の皆さんに来

ていただいて懇談をさせていただいたりということで、その中で話し合いを進

めていって、現在の構想の素案を作らせていただいておるということでありま

す。 

町としての取り組みがもう尐し浸透していった方がいいのかということなん

ですけれども、高森町だけでやれること、それからやっぱり広域全体を見渡す

中の高森町がどういうふうに位置づいていくのかというようなところについて

は、そこのすみ分けは非常に難しいと思います。例えば、今回かわまちづくり

やなんかを計画しているものについても、同様の施設をほかの町村で造ればい

いのかといったら、そういうわけでもないので、やはり高森町の担う、サッカ

ー場もそうなんですけれど、部分、それとほかの町村が担う部分というのは、

これからはすみ分けされていくべきだと思っております。 

ただ、どちらにしても、町の中にその機運を高めていくというのは非常に重

要なことなんですが、先ほども申しましたように、その外的要因がなかなか入

ってこないと、機運が高まるのもしづらいというところと、イメージができな

いというところがあると思うんですが、これから 2028 年に開業するとしても、

今 2022 年、あと６年あるわけで、その中でやはりきちんといろんな外の情報と

かも入れながら、町民の皆さんで、この部分は高森町はほかの町村に負けない

ようにやっていこうという、そういうことが町民の中からやはり出てくるよう

な方策というのを、町としては考えてまいりたいと思っています。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） ②の質問に入ります。 

人流や物流の観点から考えた場合、東京－名古屋間の長野県駅の位置につい
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て考えてみました。今までリニア新幹線の構想が打ち出され工事が進む中で、

この下伊那地域では、仕事、文化的活動、さらには子育てや観光振興などで劇

的な変化をもたらすと言われてやってまいりました。 

そのときいつも話題の中心は、東京から何々、東京から人が来る、東京から

40 何分だというように、話の中心が東京でございます。東京から考えると、途

中に山梨県駅があります。名古屋から考えると、今度は岐阜県駅があります。

リニアに対するこれらの駅は、長野県駅との違いがあるはずです。その点は考

慮されているのでしょうか。 

私は、名古屋から 27 分、現在の高森町に来ていただける観光バスなどの来町

者の实績、飯田下伊那地域の今までの歴史的観点からの交流实績などを考える

と、名古屋も重要なターゲットの一つだと考えております。そのことに対する

町の考え方やその準備状況をお聞きします。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） リニアが開いた場合ということですけれども、名古屋・中京

方面は、日帰りの場所になり得てくるということの範囲になるということです

ね。さらに三遠单信連携など伝統的な基盤があるということも踏まえて、時間

的な短縮効果として見るとすれば、むしろ日帰りで帰られてしまうという逆の

効果が生まれてしまう可能性があるのかなと思っています。 

一方、東京も同じじゃないかといえば同じなんですが、これまでのお付き合

いが、どちらかというと、東京からだと大月であったりとか、富士五湖であっ

たりとか、そういったところに行かれる方は非常に多いんですが、それを越え

る方というのはなかなか尐ないというようなところを踏まえれば、商圏として

考えて、私たちが売り込みを今すべきは、やはり関東圏の方が強くなるのかな。

昼神とかが頑張ってくれているおかげで、星空やなんかを見に来るお実さんで

あったりとか、高森町の果物狩りもほとんど中京圏とか浜松の皆さんが来てい

ただいておるという現状をとらえれば、そこに何を足していくかという、そこ

のところを判断させていただいて、東京圏に対して、市田柿のイベントであっ

たりとか、そういったものを一生懸命今やらせていただいておるというような

ところでありますが、長野県は名古屋事務所ですね、長野県名古屋事務所を一

回閉鎖するというような、そういうお話もあったんですけれども、单信州広域

連合の方でしっかり要望させていただいて、現在残していただいて、移住フェ
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アであったりとか、あと観光案内等をさせていただいておるということもある

ので、名古屋圏であったり、最終的には関西圏に対してもいろんな働きができ

るような、そんな準備をしてまいりたいと思います。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 日帰りで終わってしまうだろうというお考えはよくよくわか

ります。観光の視点からいうとそうなりますが、例えば、工場誘致だとか、そ

れからビジネス関係になりますと、どうしても距離感が今度はなくなってきて、

問題になるのは地価、土地の活用について地価が安い。山梨は観光が、失礼で

すが、下伊那よりも单アルプスに囲まれて非常にいい環境にある、果物も山梨

も頑張っている等々を考えますと、今度、商用的に考えると、尐し中京圏より

もあるのかなあということで、こんなお話をお聞きをいたしました。 

ともあれ、商・工・農・観光の関係者を主体としたリニア開通への準備だけ

ではなく、次の③番に入ります。 

行政と町民が一つになってリニア開通に向けた準備を進めるためには、幅広

い町民の意見を集約する必要があります。先ほど町長のお答えのとおりです。 

最近のＪＲ飯田線開業 100 周年实行委員会や、昨年度から継続してまいりま

したまるごと収穫祭实行委員会など、町民参加による行事が实績のある高森町

になってまいりました。 

これらの委員会のように、住居者である町民を交えた準備会の準備を提案し

たいのですがいかがでしょうか、お考えをお聞きします。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） その準備会が何を目指すのかというところが明確にならない

と、なかなか人を集めることというのは難しいのかなと思います。例えば、観

光というものをとらえて、観光農園とかそういった皆さんが中心になって、将

来的なリニアが来たときの観光をどういう形にするのかというような準備会を

しましょうということであれば、それは当然そういった皆さんと話し合いをし

ながら進めていくといった一つのルートをつくるであったりとか、社会实験を

やってみるであったりとか、そういったことはいくらでもできるのかなと思い

ます。企業誘致なら企業誘致、農業ならというところを、やっぱりターゲット

を絞って、準備会という言い方がいいのかどうかわからないですけれども、そ

ういったところをきちんとやっぱり考えていく必要はあると思っていますが、
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例えば、観光の側面であれば、今回、観光協会を設立することによって、やっ

ぱりいろんな事業者の皆さんから一つのご意見を寄せていただく場所がまずで

きたので、その中からやっぱりリニア開通に向けて、ここをこういうふうに進

めていきましょうみたいなビジョンをつくり、それでその皆さんと連携してや

っていくということは十分可能なのかなと思っています。 

なので、リニア開通に向けたやっぱり観光関係の課題、農業関係の課題、さ

らには商業の課題であったり、そういったものが明確化されてくると、将来目

指すものがきちんとわかってくるので、その中でやっぱり個別の準備会的なも

のを進めていくというのがいいのではないかと思います。 

ご意見は参考にさせていただいて、検討させていただきたいと思います。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 实は私も、ここの部分を町長に、町にご提案するにあたって、

じゃあ何を話し合うのって考えたときに、まずは、まずは行政ベースではなく

て、町民のベースでいろいろ出してもらう。考えていることを何でもいいから

出していく。例えば、農業体験はどうだとか、それからテレワークのための事

務所を開設はどうだとか、いやいや、そうじゃなくて、リニア新幹線から高森

町までの送迎を何か考えた方がよかないかとか、ターゲットを絞ると、そのこ

とに対する意見がたくさん出てまいりますが、その前の時点、前の段階で町民

の皆様がどのようにお考えになるかを考える時期というか、機会も必要かなあ

というふうに思いました。 

そのことは後に延ばすとしまして、大学教授や大学生、高森町と関係のある

大学や大学の生徒の皆さん、それからコンサルタント会社へ委託するようなこ

ともいいかもしれません。でも、結局は、結局は主体は町民でございます。専

門家だけのことで動いていくことのないようなその取り組みが必要かなと思っ

ております。 

さて、最後の項目（３）に移ります。 

先ほどから申しておりますように、道路網の整備やリニアの開通に向けて、

観光、ＩターンやＵターン、起業や工業誘致などさまざまな方面から考え、準

備を進める必要があります。そのとき、その根底にあるのは、この町、高森町

の魅力だと私は思います。行政は、外部の人、ものを引きつける町の魅力をど

のように考えているかを、具体的にお答えください。 

○議長（小平一博君） （３）に対する答弁を求めます。 
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壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 町の魅力としてということですけれども、一般的な回答をさ

せていただくと、２つのアルプスの間に流れる急流天竜川を望む伊那谷のダイ

ナミックな地形と、内陸気候にも恵まれた市田柿をはじめとする質の高い果物、

おいしい食材、こういったものが整っていること、それから屋台獅子の源流と

も言われるような獅子舞など、ほかの地域にはない伝統行事も整っているとい

うことだと思います。 

一般的ではない回答であるんですけれど、地域で支え合ってきた人のつなが

りとか、むしろ外的要因が尐なかったことによる真面目な気質という表現でい

いですかね、産業が多様化した現在も受け継がれていて、ここに訪れた人たち

が、馴染むまでには時間がかかっても、馴染めば温かく迎え入れるというよう

な、そういうようなところが高森町の人としての魅力かなと思っています。 

下市田産業河原に事業を展開した三共鋼業の川瀬社長がよく言われているん

ですけれども、高森町に工場を出してよかったと、その理由としては、製品製

作のスピード感がほかの工場と全然違うということと、出来上がる製品の質が

非常に高い、エラーがないということを言っています。 

ほかの地域にはあり得ないそういったことで、産業の主力をどんどんいま高

森町に移しているというようなところを考えると、非常に真面目でいい気質で

人を迎え入れるということが上手だということも、一つの魅力になっていくの

かなと思います。 

今後については、子育て支援であったりとか、地域人材教育、働きやすい環

境、こういったところも一生懸命取り組んでいますので、外からヒトやモノを

引きつける魅力となっていくように、町としても努力をしてまいりたいと思い

ます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 町長の高森町の魅力について、お考えをお聞きしました。 

ある講演会で、町の魅力を町民が自覚し自慢できること、これが地域おこし

には大切だというお話でございました。 

リニア開通に向けて、町・人・文化の魅力を外部に発信するためには、町民

がそれらを自慢に思うことが基本であると思います。 

いま町長がお答えになられた、生産に関する魅力というようなこと、それか
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ら毎日見ている伊那谷の自然の美しさ等々、町民が気づいているか、いないか。

もっと言うと、いま町長が言われたようなことをどんどんと発信をして、町民

の皆様に自慢していいんだよ、ここがすばらしいんだよというようなことを言

っていかなければいけない。 

町民が自慢に思う高森町について、現在の町民はどのような实態であるか、

お考えをお聞かせください。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 町民の皆さんが高森町の何かを自慢に思うということは、や

っぱりその何があるかを知って、その魅力を体験して、自分から発信してとい

う、そういうルーティンになっていくのかなと思います。 

町民アンケートでは、「高森町に愛着を感じる」方は 83.3％です。「町内に自

慢できる自然や風景がある」とお答えされた方は 62.2％ということです。半数

以上の多くの皆さんが町のことを誇りに思っていらっしゃるということは非常

にありがたいということです。 

これが自慢につながるかどうかはまた違う話になっていくので、誇りに思い

つつ、やっぱりそれを発信していって自慢していただくというようなところは、

町自慢コンテストであったりとか、風景や自然を出すとかというようなところ

は段々盛んにはなってきているんですが、それらの効果をどういうふうに見込

んでいくかということも踏まえて、子どもたちを中心に、もっと町が誇りに思

ってもらえるような、そういうことを進めてまいりたいと思っています。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 続いて、②の質問に移りたいわけですが、残り時間が６分と

なってしまいました。②の質問は、積極的に、今の町長のお話のように、発信

力向上を図っていただきたいというお願いですので、飛ばさせていただいて、

③に入ります。 

今まで町民の立場から質問を続けてまいりましたが、ここでは新たに地域の

視点を加えて質問をいたします。 

先日終了した地区懇談会で出された話題に、土地利用や道路整備、観光や農

業問題など、リニア開業に向けて、各地区の想いや願いもさまざまに異なるこ

とに私は気づきました。また、リニア開通に向けての準備に対する温度差も感

じました。 
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そこで、現在、各地区で取り組んでいただいています地区計画の分野、現在

４つあります。自治会のあり方・加入促進、それから女性や若者支援、地域の

高齢化、コミュニティ組織の育成等々の項目に、来年度からリニア開業に向け

た対応を加えることが良いと思いますが、いかがでありましょうか。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） すばらしいご提案をいただいたと思っています。このリニア

の駅からの距離感等について、それから地区の温度差については、まちづくり

懇談会を非常にたくさん出ていただいた木下議員だからこそのご提案だと思っ

ています。 

駅に近い方がそれを实感しているかといったら、全くそういうことではない

ということが今回わかって、私たちも尐しびっくりしているというようなそう

いう状態であります。 

いったんはちょっと区長会であったりとか、地域の皆さんに、こういった項

目について考えれるかどうかという問い合わせをしながらということでありま

すけれども、そういったことについても考えていただけるような地区計画のま

た土台というのも検討してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） リニア中央新幹線の開通に向けた準備について、町民主体の

まちづくりを考えながら一般質問を展開してまいりました。リニア開通の準備

において、町民の意見や想いを取り入れたまちづくりが实現できるよう、行政

サイドのリードを期待をいたします。 

以上で私の一般質問を終わりにいたします。 

 

◇ 通告２番 大島 正光（12 番） ◇ 

○議長（小平一博君） 12 番、大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 12 番、大島正光でございます。 

通告に従いまして、質問をさせていただきます。 

今回は、「ゼロカーボンシティ」としての取り組みの加速を、ということで質

問をさせていただきます。 

エジプトで開かれました国連気候変動枠組み条約第 27 回締約国会議ＣＯＰ
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27 は、深刻さを増す気候変動を解決する道を見いだせず、11 月 20 日に閉幕し

ました。今のまま二酸化炭素ＣＯ２が排出が続けば、気温上昇を 1.5 度に収め

るとのパリ協定の目標達成はあと９年で不可能となるとされました。今後 10

年間で、太陽光や風力・水力などの再生可能エネルギーの導入を加速すべきと

いう認識を共有したと報じております。 

町と議会は、令和３年３月に連名で「ゼロカーボンシティ」宠言をしました。

今年に入りアクションプラン、高森町地球温暖化防止实行計画も作成されまし

た。 

ＣＯＰ27 でも共有された再生可能エネルギーの導入加速について、現在の町

の取り組みを最初に伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 現在の再生可能エネルギー促進に向けた町民の皆様への直接

的な支援や取り組みについては、まずは、住宅用屋根への太陽光発電システム

の設置、太陽熱利用による温水器の設置、薪ストーブ・ペレットストーブ等の

バイオマスエネルギー設備設置に対する補助金の制度を設けているということ

です。 

今年度は、太陽光発電の補助卖価と上限額の拡充を図っております。 

また、広報誌に「ゼロカーボンたかもり」のコーナーを設けまして、地球温

暖化に関する情報を毎月お届けし、町民の皆様への情報提供にも努めていると

いうところであります。 

一方、間接的な取り組みになるとは思いますけれども、今年６月に公表した

「2050 年カーボンニュートラルアクションプラン」では、太陽光発電・小水力

発電・木質バイオマス利用を、当町の有力な再生エネルギーと位置づけるとと

もに、その導入促進を図ることを明確化させていただいておるということであ

ります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） いま町長のお話にありましたアクションプラン、高森町の

地球温暖化防止实行計画の中に３つの柱が記載をされております。１つは再生

可能エネルギーの拡大、２つ目は省エネルギーの推進、３つ目は森林吸収量の

維持・確保でございます。この１番のやはり再生可能エネルギーの利用拡大、
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いま町長、取り組みをお話しいただきましたが、やっぱり最重点になるんでは

ないかなあというふうに思います。 

11 月に産業建設常任委員会で視察研修を行いました。都留市の方に伺い、小

水力市民発電所を視察してまいりました。同じ農業用水路に３箇所発電所が建

設されておりまして、その一つが木製の水車型の発電施設でありました。 

10 年前に私が一般質問で、再生可能エネルギーの地産地消の取り組みについ

て質問をさせていただきました。その際、農業用水路等で水力発電をしたらど

うかと、活用したらどうかという提案をさせていただきました。その時には水

利権が課題等々との難しいと思われるなど、持ち帰り検討したいとの回答があ

りました。その後 10 年経ちましたが、どんなような結果になっておりますか、

お聞きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 平成 24 年６月定例会におきまして大島議員から一

般質問をいただき、その後の検討結果ということでございます。 

平成 24 年から 25 年にかけまして、町が事務局を務めておりました「高森町

地球温暖化対策協議会（通称エコ・ネットたかもり）」、こちらを中心といたし

まして、時の駅横の河川への小水力発電について、勉強会やまた現地視察、流

量・流速調査等を行いながら検討をした経過がございます。当時の担当者等か

ら調査結果の確認をいたしたところ、街灯１基が付く程度の電力しか確保がで

きないということ、また水力に必要な水量が尐なく、また一定ではないという

こと、また、ゴミが絡んだときの対応は誰が行うのかなど、費用対効果から見

て効果が尐ないといった、そういった理由から断念をしたということでござい

ます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 次の質問ですが、都留市では、この発電施設は準用河川の

農業水路でありまして、水利権は都留市にあり、早く進めることができたとい

うお話を伺いました。多くの市町村でも小水力発電設置の例があり、やればで

きると思っております。もう尐し水量があるところでも、できればできるんで

はないかなというふうに思います。 

やはり宠言をした町として、再度、小水力発電の導入を早急に検討してはい
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かがか、伺いたいと思います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 先ほどの町長の答弁でも触れさせていただきまし

たが、アクションプランにおきましては、太陽光発電・小水力発電・木質バイ

オマス利用を、当町の有力な再生可能エネルギーと位置づけております。 

今後、小水力発電導入に向けまして検討を進めてまいります。 

小水力発電の現時点での候補地点といたしましては、河川におきましては、

一級河川の大島川、单大島川、胡麻目川、田沢川の４河川、また上水道の施設

といたしまして、堂所浄水場、割岩浄水場の２箇所といたしております。農業

用水路では、牛牧の大井と大島山の水神堂について検討をいたしましたけれど

も、費用対効果から候補地としては除かせていただいておるという状況でござ

います。 

小水力発電事業につきましては、水利権や各種許認可等クリアしなければな

らない課題が多くあるわけではありますけれども、ゼロカーボンを目指す自治

体として、その实現に向け、困難を克服しながら前向きに取り組んでいきたい

というように考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 大島川だとか单大島川等は県管理の河川になりますので、

県知事の許可がいるわけでございます。 

いま準用河川というようなお話がありました。準用河川であれば、町が、町

が管理するというふうになっておりますので、町の権限で発電ができるんでは

ないかなあというふうに思っておりますので、もう尐し水路の水量の多いとこ

ろでできないかなあというふうに考えるわけでございます。そこら辺、補足質

問でいかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 補足質問に対する答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 準用河川ということでありますので、町が管理と

いうことでございますので、その辺については、一級河川よりは若干課題の部

分も解決できるのかなというふうに思いますので、いま時の駅といったような

ところではありますけれども、今ご指摘いただきましたように、さらに流量の
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多いところ、また発電に適した場所、そういったようなところについては研究

をしてまいりたいというふうに思います。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 都留市では、小水力発電で発電した電力を市役所の庁舎へ

送電して利用、また水車型発電施設は、市民の目に付きやすい場所を選定した

というふうに伺いました。 

町の時の駅に水車型発電所を設置すれば、町民や生徒の目に付きやすい、見

学等にも活用できるため、再度提案させていただきますが、先ほどの答えの中

で水量等が尐ないというような先に答弁をいただきましたが、何とか工夫すれ

ば、やはり宠言をした町として、生徒や町民の目に付きやすいところに設置を

再度提案させていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 時の駅横の河川につきましては、準用河川という

ことでございます。準用河川の中の相ノ沢川といった河川になっております。 

先の 10 年前の検討では、その实現を、流量だったりとか維持管理の面だとか、

そういったところで断念をしたということでございますけれども、昨今の脱炭

素への国内外の潮流ですとか、また壬生町長が進める人材育成、未来を担う子

どもたちの環境意識の醸成や、また児童生徒の教材として、そういった視点か

ら見てもいま一度、議員ご提案いただいたように、研究をしていく必要がある

という認識を持っておるところでございます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） ぜひ検討をお願いしたいと思います。 

次の質問に移ります。 

ゼロカーボンシティ宠言をした町として、できるところから取り組みを加速

させたいと思っております。水力発電以外にも太陽光など再生可能エネルギー

の導入を推進したいと思っております。 

先ほどから出ておりますアクションプランの中にも、町内の建築物の屋根で

の太陽光発電の普及も明記されております。 

一つ提案ですが、役場庁舎屋上に太陽光パネルの設置を提案をさせていただ

きたいと思いますが、いかがでしょうか。 
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○議長（小平一博君） ④に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 役場の屋根は、東西に長辺を持ち、中学校の教审棟と同

じように発電効率に優れるというようなこともあって、以前に一回検討したこ

とはあるんですが、今の役場の屋根が置き屋根という質素な形式になっており

まして、施工年度も古くて、そもそもの強度などに不安がありますので、まず

は屋根自体の診断ですとか、寿命、営繕計画などを専門家等に依頼して明らか

にしまして、なおかつ省エネ・再エネ関係での公共施設のＺＥＢ化、ゼロエネ

ルギービルディング等のメニューの補助制度が得られるのなら、屋根の改修と

併せることも視野に、ぜひ研究をさせていただきたいと思います。ありがとう

ございます。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） ぜひまた改修等を含め、検討をお願いしたいと思います。 

次に移りますが、私が住んでおる上市田の原町陣屋区民会館にも屋根貸しで

太陽光パネルを設置しました。 

ほかの区民集会施設や公的施設にも設置を計画したらいかがでしょうか、伺

います。 

○議長（小平一博君） ⑤に対する答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 日照時間が年間 2,000 時間以上という全国的にも

恵まれた当町でございますので、再生可能エネルギー導入拡大に向けた最有力

の自然エネルギーが太陽光ということになります。 

ご紹介いただいておりますアクションプランにおきましても、この太陽光と

いう地域資源、また地域資源・ポテンシャルを最大限活用するように計画をさ

れております。 

また、町では、ゼロカーボン实現に向け、次年度からの取り組みを拡大・加

速化するため、環境省の「地域脱炭素・再エネ推進交付金」の中の重点対策加

速化事業の採択を目指しておりまして、国交付金を活用しながら、町内への太

陽光発電の大量導入を図っていきたいというふうに考えております。 

町内の公的施設等で太陽光パネルが設置されておりますのは、高森中学校、

給食センター、健康センターあさぎり、ご案内をいただきました原町陣屋区民

会館のほか、大島山区民会館、あと出砂原の地区館等でございます。 
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区の集会施設や公的施設等は、災害時の防災の拠点に位置づけられているケ

ースが多い中、非常用電源が十分に確保できていないという状況からいたしま

しても、商用電源が途絶えたときに太陽光発電から電力を得ることは防災体制

の強化となり、脱炭素とともに強い地域づくり、また強いまちづくりにもつな

がりますので、先の重点対策加速化事業の一つの取り組みとして、庁内連携を

図りながら進めてまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 最後になりますが、国連気候変動枠組み条約ＣＯＰ27 では、

今のままでは二酸化炭素ＣＯ２の排出が続けば、気温上昇を 1.5 度に収めると

のパリ協定の目標達成はあと９年で不可能と、先ほど説明をさせていただきま

したが、今後 10 年間で太陽光や風力・水力など再生可能エネルギーの導入を、

できるところから加速すべきというふうに思っております。ぜひカーボンシテ

ィ宠言の町として、取り組みを加速していただきたいということをお願いし、

一般質問を終わります。 

○議長（小平一博君） ここで休憩に入ります。 

再開は 10 時 25 分です。 

 

休 憩  午前１０時１４分 

再 開  午前１０時２５分 

 

○議長（小平一博君） 休憩を解き、一般質問を再開いたします。 

 

◇ 通告３番 市川 信幸（11 番） ◇ 

○議長（小平一博君） 11 番、市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） 11 番、市川信幸でございます。 

通告に従い、質問させていただきます。 

今回は、地区計画策定についてと下水道事業について、質問させていただき

ます。 

（１）地区計画は、私が議員となったときは既にこのシステムがあり、14 年

間、地区の地区計画作成に参加させていただきました。自分が住んでいる地区

にどんな問題を抱えているのか知る機会となっております。 
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ところで、この地区計画というシステムはいつから始まり、その目的は何だ

ったか、ご質問いたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） この地区計画は、当町では昭和 63 年４月、ですので 35

年ほどになりますか、この第３次振興総合計画に合わせて、町民参加の手法と

して始まりました。「自らの地域を自分たちの視線で考え、課題を解決していこ

う」という発想に基づき、ボトムアップ型で町民が協力して地域や町を創りあ

げていく、地区から町へというようなことが目的で始まりました。 

高森町にある地区ごとに、地区、区ですね、計画書が策定をされておりまし

て、一般的には一番小さな常会、それから地区へ、そして区へというような流

れの中で精査され、最終的に町とのヒアリングの中で事業等を決定しているの

は、議員もご承知のとおりかと思います。 

これまでの経過の中で、計画の中身が、道路や水路などハード中心になりが

ちで、策定システム自体に課題はあるという認識はありますが、町職員だけで

は決して追い切れない、カバーできない、生活者の身近な気づきや問題意識を

ボトムアップする流れは、これからも必要不可欠だと考えております。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） ②番に入ります。 

今回、私が第４期目に立候補するにあたっては、安全、安心を目標に立てて

きました。したがって、まず安全なまちづくりというのが重要かと思いまして、

先ほど総務課長の方から、ハードだけでなくてソフトの方もという話ですが、

今回はハードについてご質問させていただきます。 

①地区計画の事業書別に、道路維持、交通安全があります。現在、区では各

地区長や常会長から上がってくる要望を精査し、町へ要望する内容を決定して

おります。しかし、破損箇所の情報提供は、町民として行う必要があるかと思

いますが、順番まで地区が決めることなのでしょうか、質問いたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 地区計画におきましては、あくまでも地域の目線という

ことでありまして、地区で出してきていただける、その地域の人たちがどこが

優先なのかということをまずお聞きしながら、当然、私たちも地区へ出て行っ
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て現地を調査させていただきますけれども、そこら辺は地区の方にもご意見を

いただいて、優先順位は付けていただく。 

破損箇所等につきましては、今までも行っておりますけれども、緊急を要す

るようなところは、その地区計画に掲載されている、ないにかかわらず、対応

はさせていただいておると、そんなような状況であります。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） ②番にいきます。 

県要望についても、地区で順番を決めております。この項目は県の事業とな

り、順番を決めるのは県であり、地区で順番を決めるものではなく、各地区か

ら出された要望は、町で精査して、必要と思われるところはすべて県に要望す

べきではないでしょうか。県に高森町内の道路事情、河川事情を知ってもらう

ことが必要と思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 県要望につきましても、各地区から出てきたものは、議

員おっしゃるとおり、すべて要望をしておるということは基本としております。

そんなような状況でありますけれども、飯田・下伊那管内でも数多くある要望

の中から、県としても事業化するためには、地区での順位付けが必要となると

いうことでありますので、町でも県に要望するにあたっては、県からも問い合

わせがありますので、どこを優先するかということを地区にお聞きしまして、

地区の意向を十分踏まえた上での要望と、要請ということになっておるという

ような状況であります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） ③番にいきます。 

地区では順番を決めるのではなく、例えば、既に危険な箇所、危険が拡大し

ようとしている箇所、それから破損したが治まっている箇所等に区分けをして

町へ提出するまでが、私は地区の仕事ではないかと思います。 

町は、出された箇所をすべて確認をする必要があると思います。 

要望を出した町民は、自分のところの補修を優先してほしいはずです。いか

がでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 
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三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 議員ご指摘のとおりに、既に危険な箇所、それから危険

が拡大しそうな箇所等、緊急性の高い箇所につきましては、地区の要望如何に

関わらず、地域の安心、安全が確保されるように、優先的に事業が实施できる

ように調整はしております。 

以上であります。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） ④番にいきます。 

この要望は、町全体として多く出される項目かと思います。したがって、こ

れらを解決するには、専門の職員を配置する必要があるかと思います。 

以前、地元選出の前県議に国道の道路補修を頼んだとき、飯田建設事務所の

維持管理課の方が来てくれて、現場を見てくれて、それほど日数がかからない

うちに対応してくれました。この動きが大切かと思います。 

今の担当課の人数だけでは大変かと思われます。高森町の職員は、他町村に

比べて人数が尐なく、業務を行っております。 

でも、安全なまちづくりは、町に移住してもらう第一条件かと思いますが、

どう考えますか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 近年の異常気象により、町の道路、河川においても災害

の発生が危惧されております。このような状況の下でも、専門知識を有する技

術職員の確保はますます困難であり、町が实施する道路改良、河川改修、それ

から災害復旧等、多くについては計画段階から实施まで飯田建設事務所及び下

伊那土木技術センターの技術職員の支援が大きい状況です。 

一方で、下伊那技術センターには高森担当職員が配置されておりまして、常

にアドバイスをいただける状況にはあります。 

今後も地域の住民からの要望に応え、安全、安心を確保できるよう、関係機

関による技術支援の体制強化を図るとともに、専門職員の配置についても研究

をしてまいります。 

以上であります。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） ⑤番に入ります。 
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地区計画は年に一回の行事です。補修の必要なところを地区計画まで持ち越

すことのないよう、町職員も、通勤途上で気の付いたところは担当部署に情報

を提供し、早急に対策を施すことが大切かと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 以前からそのように職員には励行をしているところであ

ります。年に何回か、例えば、建設課の職員以外の道路などのインフラに関係

のない課の職員からも異常の報告を受けて、先ほど、地区計画を介さずに緊急

の修繕の依頼等にはできるだけ対応すると言っておったことと同じように、修

繕などをさせていただくところがあります。今後もそのように励行に努めてま

いりたいと思います。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） 今回、吉田の古屋敷のところで二度にわたって交通事故が

連続して発生しました。先日、今回、補修の方で 350 万円出していただいて、

早急に対応してくれるということで、区の方でも大変ありがたがっております。 

⑥に入ります。 

今まで道路の拡張や新設も出されているかと思いますが、傷んだところを優

先事業とする必要があるかと思いますが、いかがでしょうか。もちろん安全対

策に必要な道路の拡張は必要かと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ⑥に対する答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） すいません。議員ご指摘のように、大型の道路改良、そ

れから新設改良につきましては、多額の費用を要するため、補助事業を活用し

まして、補助残は起債を充てるなど、極力一般財源の縮減に努めております。 

より有効な財源確保として、これまでは社会資本整備交付金を活用してきま

したけれども、本年度からは内閣府の地方創生道整備推進交付金事業なども取

り入れています。道整備交付金事業は、事業費ベースの採択率が高い上に、従

来の大型な道路改良のほかに、卖年度内に複数の個別箇所も補修できる小回り

の利く事業であるために、今後も土木工事においては積極的に活用してまいり

ます。 

維持管理、道路補修、緊急性の高い突発的な事業などは、必要に応じて補正

予算も組みながら、ほとんどが一般財源により地区計画での要望をお聞きしな
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がら、適宜対応しています。新設道路、拡幅など事業が費用的にも維持管理に

影響を及ぼさないよう努めてまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） ⑦番に入ります。 

地区から出される地区要望というのは必要ですので、地区要望は、新設及び

拡幅が地区要望であって、道路補修は情報提供までが、私はあくまでも町民の

業務かなという気がしますが、そこら辺は、もう一度お願いします。 

○議長（小平一博君） ⑦番に対する答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 町の幹線道路網の整備につきましては、地元の皆様の意

見を聞きながら進めております。現在は、１-１号線の吉田～下市田の拡幅改良

を行っておりまして、次は、町道１-６号線、八日市場線を予定しております。 

道を造るためには、どんな町をつくりたいのかが決まれば、造る道も決まる

といわれております。主要幹線道路の整備にあたりましては、町民の皆様から

のご意見をいただきながら、町がイニシアチブを取りながら進めてまいりたい

と考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） それでは、次の項に入りたいと思います。下水道事業につ

いて、質問させていただきます。 

（１）番、確認したところ、平成４年、新田地区を皮切りに使用を開始した

農業集落排水事業、平成８年、工事開始で、平成 12 年、下市田下段供用開始さ

れた公共下水道について、質問します。 

現在の対応として、新たに家を建てて移住しようとしたとき、町道で下水道

の本管が家の前を通っていない場合、最寄りの本管から实費で配管工事をしな

ければならないとお聞きしました。町では材料支給のみとお聞きしました。町

道で水道管が通っていてもそうか、ご質問いたします。 

○議長（小平一博君） （１）に対する答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 市川議員から今ご紹介をいただきましたように、

当町の農集排と公共下水道の集合処理区域としての面的整備、こちらにつきま
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しては概ね完了をし、令和３年度末の下水道普及率は 99.4％でございます。現

在は、農集排地区の公共下水道への統合や公共下水道区域の見直し、拡大等を

図っているところでございます。 

新たに町内に新築・移住を希望され、その当該土地の前に下水道が整備され

ていない場合は、下水道整備が概成している現状におきましては、原則、町の

補助を受け合併処理浄化槽を設置をするか、集合処理区域へ流入するかを、新

築等希望者、お施主さんに選択をしていただいており、集合処理区域への流入

を選択した場合は、水道管の有無に関わらず、自費で下水道管の埋設、下水道

整備をお願いしているという状況です。 

資材の提供というものはありましたけれども、水道の場合はそうであります

けれども、下水道の場合は、すべて自費で行っていただいているという状況で

あります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） それでは、例えば、今までの下水管がここでストップして

いると、この先に一軒家を建てたいといった場合は、ここからすべて自費でこ

こまで下水管を引かなきゃいけないということになりますが、あえてそこは引

いたとして、それじゃあその裏側に家を建てた人は、この下水管は、この人の

家の下水管ですから、ここを使えないということで、もう一回引くのか、ある

いは３軒、４軒増えたというタコ足になっちゃうのかと、そこをお聞きしたい

と思います。 

○議長（小平一博君） 補足質問ということで、答弁を求めます。 

○１１番（市川信幸君） ①です。 

○議長（小平一博君） ①、申し訳ないです。 

①の質問の答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 自費、实費で町道等へ下水道管を埋設した場合は、

個人の所有物、資産であるということは、ご指摘をいただいたとおりでござい

ますが、町では、新築計画時等におきまして、事前に埋設後の下水道管を町へ

寄付採納するかということを確認をさせていただいております。個人が寄付採

納をするとした場合におきましては、町の下水道本管として固定資産に登録を

し、以降の維持管理を町が行っていくことになりますが、寄付採納をしないと
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した場合におきましては、あくまでも個人の資産ですので、町固定資産として

登録もいたしませんし、維持管理もお施主さんが行っていくということになり

ます。 

管の埋設後に、その下水道管を第三者が利用しようとする場合におきまして

は、その埋設した方の承諾をもらい、下水道の整備をするということになりま

す。 

時期をずらして複数の家が建設された場合におきましては、寄付採納の有無

に関わらず、タコ足になってくるということでございます。 

以上でございます。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） 尐なくとも水道管が通っている町道への延長は、私たちが、

②番です。 

私たちが、下水道管事業が始まって各戸で支払った均等割40万から50万と、

宅地面積割というのを提供をしておるかと思いますが、いわゆる新しく今度下

水管を引かなきゃならない方も、均等割、町道の部分については均等割という

形での事業はできないか、あとの不足分は町の工事の補助という形で進められ

ないか、お聞きします。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 新築等の当該土地に水道管が通っているのか、下

水道管が埋設されているのか、いわゆる上下水道整備の有る無し、有無は、当

該土地の売買価格に反映されるのが一般的で、上下水道が整備されている土地

より安い価格で購入できるものというふうに考えます。そのため、町では、新

築希望者、施主が公共下水道等の集合処理を選択した場合には、安価に購入で

きた費用をもって上下水道整備費用に充てていただくことが、上下水道整備済

みの土地を購入した方との整合性が図れるものというふうに考えております。 

また、予測のつかない個人の新築等に対しまして、国庫補助事業を活用して

下水道整備をするということが難しくありまして、受益者負担金や使用料収入

などの自主財源で下水道の整備を町が行うことになりますので、経営の視点か

らも、現時点では、水道管の有無に関わらず、町で整備するということは難し

いというふうに判断をさせていただいております。 

また、受益者負担金につきましては、各事業に要しましたこれまでのその建
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設費用だとか、あと整備費用、そういったものの一部に充てるというものであ

りますので、それぞれの管の整備に要したところに費用を充当するというもの

ではありませんので、それぞれ供用開始のなった時点でそれぞれ、農集排であ

れば戸割、公共下水道であれば面積割という、そういう決め方をいたしており

ますので、ちょっとその点についてはご理解をいただければというふうに思い

ます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） 補足をちょっとさせていただきますが、それでは、家の自

分で宅地を買ったと、その前でに下水管の本管が通っていた場合は、そこから

引っ張る場合は、供用割というのは当然支払わなきゃいけないわけですか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 受益者負担金につきましては、基本的に下水道が

整備されることによって、その土地の付加価値が上がるという考え方を持って

いますので、財源の一部に充当されるということと、その土地の資産価値が上

がるということでありますので、自分の前でに下水道管が入っていて、公共桝

を取り出したときに、農集排であれば戸割、公共下水道であれば面積割の受益

者負担金がかかってまいります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） 最後の③にいきます。 

町内移住者を増やそうとしたとき、特に若い人たちが土地を買い、家も建て

るということは大変な事業です。おまけに下水道工事に高額な費用がかさむこ

とは、高森町への移住は考えてしまいます。かけ声だけではだめです。下水道

事業だけを考えると、その工事費は決算上負担となるでしょう。しかし、そこ

に家を建てて住んでくれるということは、農地あるいは遊休地が宅地登録され、

家も含めて固定資産税も増額となり、町民税が入ります。これら一般会計に入

ってしまうので、一般会計が増額されればよいのではないでしょうか。移住し

たいとなるような条件をつくり出す必要があるかと思いますが、いかがでしょ

うか。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 
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多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 先の答弁でも触れさせていただきましたけれども、

現時点におきましては、下水道サイドにおける負担軽減といったことはちょっ

と難しいといった状況でございます。これは、下水道が独立採算、企業会計を

持っているということでありますので、そういった点も含めて、現時点では難

しいという状況ではございますが、町内の移住者を増やすといったその観点で

申しますと、一般会計からの例えば補助金ですとか、あと税の優遇だとか、そ

ういった移住定住策として、環境水道課のみならず、全庁的に検討をしていく

といった、そういった必要があるものというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 市川信幸君。 

○１１番（市川信幸君） これで私の質問を終わります。 

 

◇ 通告４番 本島 未来（１番） ◇ 

○議長（小平一博君） １番、本島未来君。 

○１番（本島未来君） 議席番号１番、本島未来。 

通告に従い、子どもたちの権利について、お伺いいたします。 

令和２年度から施行された第７次振興総合計画・まちづくりプランで、目指

す将来像を「なりたい『あなた』に会えるまち～日本一のしあわせタウン高森

～」として、町民が住みやすい環境の中で夢を持って生き生きとした幸せな日々

を送れること、自分のありたい姿が实現できることを目指しています。 

子育て施策においては、家庭が安心して自信を持って子育てができ、地域が

家庭や子どもたちをやさしく見守ることができる、子育てしやすい環境の实現

を基本目標としています。 

そこで、第２期子ども・子育て支援事業計画では、子どもを取り巻くさまざ

まな環境、特に家庭の重要性はもちろん、地域をはじめ周りからの支援が必要

との認識のもと、高森町の子どもたちは、家庭や地域、学校、保育園、行政を

はじめみんなで育てることをテーマに、子育ての輪を広げる支援策を推進して

います。 

そこで（１）、第２期子ども・子育て支援事業計画の推進状況について、お伺

いいたします。 

○議長（小平一博君） （１）の答弁を求めます。 
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福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 子ども・子育て支援事業計画は、子ども・子

育て支援法第 61 条及び次世代育成支援対策推進法第８条に基づき、すべての子

どもの良質な成育環境を保障し、子ども・子育て家庭を社会全体で支援するこ

とを目的とした高森町の行動計画です。 

いま議員にもご紹介いただきましたように、高森町では、基本理念を「みん

なで育てるたかもりの子～広げよう子育ての輪～」とし、令和２年度から令和

６年度までの５カ年計画として推進しているところです。 

５つの基本施策に基づき、各種具体施策がございます。重点としましては、

保育園の整備、子育て相談の充实や虐待防止対策など、一体的に進める拠点と

して、子ども家庭総合支援审の設置、地域と連携したコミュニティスクールの

推進、ふるさと学習やキャリア教育など、地域人材教育といったものを掲げ、

こうした施策に基づき、現在取り組みを進めております。 

○議長（小平一博君） 本島未来さん。 

○１番（本島未来君） 基本施策、②です。基本施策の中で、４番、豊かな教育によ

る人づくりの項目に、子どもの権利に対する学びが欠けているのではないかと

思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 第２期子ども・子育て支援事業計画につきま

しては、第７次まちづくりプラン、また高森町の基本大綱というものが上位計

画にございます。高森町教育大綱の基本方針には、「いのち」、高森町に住むす

べての人、一人ひとりが尊重され、自分の力を発揮できる環境づくりを推進し

ます。また「こころ」、人を思いやる優しさと豊かな感性を持った高森町を愛す

る子どもを育みます。といったことを明記させていただいておりまして、子ど

も・子育て支援事業計画では、その方針を根幹として取り組んでおります。 

ですので、子ども視点を重視し、子どもの最善の利益の实現のために、全計

画が立てられております。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） ただいま、町の子どもの権利に対する考えをお聞きしました。 

そこで（２）に移ります。 

こども基本法案は、令和４年度６月 15 日に国会で可決成立し、令和５年度、
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来年の４月１日に公布されます。尐子化が進み、子どもの総数が減尐している

日本で、児童虐待の通報が急増、またいじめ、自殺、不登校の深刻化など、子

どもが生きづらい世の中になっております。子どもの権利に関する条約、子ど

もの基本的人権を国際的に保障するために定められた条約で、18 歳未満の児童

を権利を持つ主体と位置づけ、大人と同様に一人の人間としての人権を認める

とともに、成長の過程で特別な保護や配慮が必要な子どもならではの権利も定

めています。 

1989 年の第 44 回国連総会で採択され、1990 年に発効しました。 

日本では、1994 年に批准したにもかかわらず、日本には子どもに関わるあら

ゆる場面で子どもの権利が守られるべきと定める基本の法律がなく、日本は子

どもの権利が守られているとは言い難い状況の中におりました。そして、子ど

もの権利条約は 30 周年となる 2019 年、より多くの人々に子どもの権利条約の

内容や重要性を知って、子どもの権利について考えていただけるよう、各条文

のアイコンをこのように一覧にしたポスターを製作しました。一つ一つのアイ

コンは、日本語を含む 13 の言語で展開されたものとなっておりまして、オンラ

インアンケート投票によって決定されたものです。 

カラフルで目に止まるものですので、さまざまな場面に貼って周知していた

だくのがよいかなあと思っておりますが、こども基本法の基本的理念に対して

の見解をお聞かせください。 

○議長（小平一博君） （２）に対する答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） ただいま議員のご指摘にあったこと、それの一部繰り返し

にはなりますけれども、1989 年に児童の権利に関する条約が採択され、日本は

1994 年に批准、2016 年に児童福祉法の改正により、第１条に、児童の権利に関

する条約の精神に則り、すべての子どもの権利が保障されるとされ、さらに

2022 年６月、児童の権利に関する条約に対する国内法と位置づけられるこども

基本法が成立しました。 

こども基本法は、子どもの権利を総合的に規定した基本法であり、子ども家

庭ではなく、「こども」に特定していること、「すべてのこども」が対象になっ

ていること、「こども」に年齢制限はなく、「心身の発達過程にあるもの」とさ

れていること、「こども」の権利が位置づけられていることがポイントに挙げら

れます。 
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また、基本理念において、こどもの養育は、家庭を基本として行われ、父母

その他の保護者が第一義的責任を有することを明記していることも大きなポイ

ントだと思われます。 

この背景には、児童福祉法の改正、2016 年、2019 年、2022 年も含め、子ど

もの主体者としての権利をいかに確保するか。そのために児童虐待等、子ども

の権利侵害をいかに防ぎ、養育環境を確保するかという大きな課題の解決、支

援の方向性が検討され、その結果をきちんと「こども」の権利を位置づけるこ

と、また、保護者も「こども」を守るというだけでなく、主体的に自分の意志

をもって行動する個人であることを認識すべきであるということを示している

と考えます。 

高森町では、「こども」は一人の人間として尊重される存在であることを認識

した上で、家庭と共に地域全体で子どもと家庭を見守っていくことで、家庭が

安心して自信をもって子育てすることで、「こども」が成長できるよう進めてい

きたいと考えております。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） ただいまの教育長の答弁の方で、高森町は地域全体で子ども

たちを支えて育てていくというような発言がございました。 

そこで、子どもの人権、権利に対する高森町の大人の認知度、理解度は、最

低ラインこの４つの一般原則は図られていると思うかどうか、こちらを補足質

問させていただければと思います。 

○議長（小平一博君） （２）の補足質問の答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） 現实の状況の中では課題はありますけれども、この子ども

をとにかく、子どもの人権をしっかり守っていくと、そういった方向で地域、

保護者へも、そういった問いかけ、あるいは投げかけ等をいたしまして、しっ

かり守っていきたいと考えております。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） セーブ・ザ・チルドレンジャパンが 2019 年に全国の 15 歳か

ら 80 歳までの３万人を対象に实施した、子どもの権利に関するアンケート調査

の結果によりますと、子どもの権利条約に関して内容まで知っていますかとい

う質問に対し、回答した大人、「知っている」「内容までよく知っている」と回

答した大人はたったの 2.2％となっています。権利主体である子どもは 8.9％と



 －74－   

いう状況で、やはり全国的に見ても、子どもの権利条約に対しての認知度はと

ても低くなっておりますので、これに関しては、ほんと今後しっかりと考えて

いかなきゃいけない課題だなというふうにお互い思っております。 

そこで①です。 

従来の子ども・若者育成支援推進法と大きく異なる点は、また、どのように

すみ分けをしていくのか、お聞きいたします。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 子ども・若者育成支援推進法は、日本の未来

を担う子ども・若者が健やかに育成され、円滑な社会生活を送れるよう、ほか

の関連する施策と合わせて、総合的な子ども・若者育成支援のための施策を推

進することを目的とし、子ども・若者をめぐる環境悪化し、社会生活を送る上

で深刻な問題状況にあるという認識を背景に制定されており、教育、福祉、保

健、医療、矯正、更生保護、雇用、その他の関連分野で計画的に支援策を講じ

ていく、そういったものになります。 

こども基本法は、「こども」の発達保障、権利保障をすること、子ども・若者

育成支援推進法は、社会全体で子ども・若者の保護、支援をしていくことを目

的としています。 

それぞれの法律の目的をきちんと把握しつつ、包括的に施策を展開していく

ことが重要と考えております。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） 基本法に則した施策を展開するための年齢及び発達の程度に

応じた準備はいかがになって、準備はどのようにされておりますか。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） こども基本法では、こどもは心身の発達過程

にあるものとされています。各種法令によるこどもの年齢区分は、18 歳未満で

あるとか、30 歳程度とされる中で、心身の発達過程となっていますので、個々

によってその状況は異なるものと考えます。それこそが、このこども基本法の

子どもの権利として示されていることであり、「個」の成長を大切にすべきもの

であると思います。現在も、妊婦期から保育園、小中学校、高校、進学、就職

というように進む中で、それぞれの子どもの特性、また家庭の状況など総合的
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に考えた上での取り組みを進めておりますし、今後もそういった形で進めてま

いりたいと考えております。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） ③です。 

子どもの権利がきちっと守られているかどうか、チェックするとしたら、ど

のような対応を考えますか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） チェックということより、子どもが自ら考え

や思いを伝えられる環境や機会を多くつくっていくことが大切かと考えます。 

従前から实施しています「みらい懇談会」は、こども基本法にある「こども

の意見聴取と政策反映」の手法の一つであり、今後もさまざまな手法を用いて、

さまざまな子どもの声を聴くこと、それによって子どもの権利がきちんと守ら

れているかの確認ができるかというように考えております。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） では、次の（３）番に移ります。 

学校指導提要、この名前を聞いたことがあるでしょうか。生徒指導のガイド

ラインブック、ガイドブックとされる手引きで、今回 12 年ぶりに改訂されまし

た。学校指導要領と比べると、聞き馴染みの薄い印象の学校指導提要、日常の

児童生徒との関わり方から、不登校・いじめへの対応など、学校現場で起こる

さまざまな課題に対する指導法や心構えが、約 300 ページにわたりまとめられ

ています。 

今回の改訂では、行きすぎた内容があると問題視された校則について、学校

のホームページで公開するのが適切とするなど、大幅な改善がされました。 

この学校指導提要、实は教員でも存在を知らなかったという人が尐なくない

そうです。しかし、読んでみますと、子育てする親が参考になりそうな情報も

たくさん詰まっておりました。そして何より改訂版は、子どもの権利条約の原

則に基づき、子どもの最善の権利や自らの意見を表明する権利を踏まえて指導

にあたることを強く打ち出した内容となっております。 

そこで（３）、児童の権利に関する条約とこども基本法の学びをどう深めてい

くのか、お聞きいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 
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高野教育長。 

○教育長（高野正延君） こども基本法が成立したことの意義、こどもを真ん中に置

く視点を改めて確認し、町民への周知に努めてまいりたいと思います。 

ちなみに、中学校の公民の教科書には、人権やその歩みについても述べられ

ております。そこには、世界人権宠言や児童の権利に関する条約ももちろん示

されています。 

こども基本法の成立を踏まえまして、これらを関連して扱うということにつ

いて、学校に確認してまいりたいと思います。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） では、その上で現状の幼保認、小中学校での子どもの人権・

権利教育の現状をお聞かせください。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） 小中学校では、教育計画の中に位置づけられておりまして、

各校のねらい、計画の中で進められております。 

11 月９日からは人権旪間を行いまして、校長講話、お便り、授業などで人権

についての学びを深めております。 

また、中学校では、生徒会が中心となり、「小原ケ丘憲法」が制定され、主体

的に活動が進められています。 

保育園等では、生活や友だちとの関わりの中で、一人ひとりを大切にした保

育に努めているところであります。 

学校、保育園においては、人権感覚は、授業や生活などすべての場面に通じ

ることであります。その意味で、人権教育というのは、知識理解を深めるとい

うだけではなくて、機能として働くべきものと考え、子どもたちの生活のあら

ゆる場面をとらえて指導するよう心がけています。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） 子どもたちが、自分が権利の主体であることを理解できるた

めに公布されます来年度からは、どのような学びをさらに盛り込んでいくと良

いと考えますか。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） 具体でお答えをいたしますけれども、例えば、現在取り組
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んでおります地域人材教育は、まさにこの地域の一員としての意識を持ち、地

域の皆さんと関わる中で、生きていく上で必要な「たくましさ」と「豊かな心」

を育むことを大きな目的としておりまして、こういった活動の中で自らが主体

として関わることの大切さや社会性を学ぶ大切な機会であるととらえておりま

す。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） 児童の権利に関する条約の理解、また理解は、教職員、生徒、

保護者、地域にとって必須だとした上で、いわゆる４つの一般原則を明確に学

校指導提要には記載されております。 

例えば、目に付くところに、今回このようなカラフルなポスターがあります

ので、目に付くところにポスター掲示をすることから始められてはどうかと思

いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

○１番（本島未来君） すいません、補足質問です。 

○議長（小平一博君） 補足質問ですか。補足。 

○１番（本島未来君） はい、補足です。 

○議長（小平一博君） 補足質問の答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） ただいま議員よりご提言をいただきました。また近日中に

校長会もございますので、そこで話を出しまして検討をしてまいりたいと思い

ます。ありがとうございます。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） では、改訂版の生徒指導提要では、チーム学校という概念も

記載されています。子どもに関わる課題が複雑で多様になる中、生徒指導には、

教員の皆さんだけではなく、学校外の専門家や地域の大人とも協力して取り組

む必要があると示されています。 

そこで③、子どもを取り巻く大人が、子どもの権利について深く理解する学

びをどのように整えていくのか。先ほど私が言いました、セーブ・ザ・チルド

レンジャパンのアンケート結果の方を見ましても、知っている大人はたったの

全国で 2.2％という課題があります。ここをどのように整えていかれますか。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

高野教育長。 
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○教育長（高野正延君） はじめに、議員ご指摘のまだ大人の理解が、アンケート等

においても低いんではないかということにつきましては、私どもの方で特にア

ンケートを採ったりしているわけではございませんけれども、いろいろな状況

等を鑑みますと、確かにそういった实態はあるのかなあと考えております。 

その上で、大人の理解はとても大切なことと、そのように思っております。

行政が整えるだけでなくて、家庭の中で話し合っていただくということも大事

かなあというふうに思います。 

現在、第３日曜日が「家庭の日」となっておりますけれども、できる限り地

域や町の行事も控えつつ、家庭で子どもを中心に過ごしてもらえるような呼び

かけを考えてまいります。 

また、学校や保育園の保護者対象の講演会とか学校保健協議会などもござい

ますので、心身の健康を踏まえまして、権利に関わる研修も取り入れてまいり

たいと思います。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） 今後の高森町の大人の子どもに対する権利の理解が深くなる

ことを期待しております。 

そこで最後の質問になります。 

こども基本法案が公布される来年４月公布された暁には、子ども支援や保護

対象として見てきた子ども・若者支援推進法の延線上ではなく、高森も、権利

主体としての子ども像に大きくシフトする重要な機会ととらえて、政策展開を

どう図っていくのか、町長の見解をお伺いしたいと思います。 

○議長（小平一博君） ④番に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） まず、その教育関係の関係については、町長部局と教育委員

会部局という明識なきちんとした分けがあるので、教育委員会でどういうふう

に取り組んでいくかということについて、町の方でお聞きして、それを支援す

るかどうかというような形になるかと思っています。 

ただ、私が感じているのは、いろんな見識を深めていくということは非常に

重要なことなんですけれども、それだけではなくて、知識としては入ってなく

ても、きちんと行動に移っていくことができるという、そういうやっぱり人間

が育っていくということが大切ではないかなと思っています。 

なので、もちろん子どもの権利であったりとか、そういうことを知識として
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身につけていただくということも大切なんですが、高森町は、そんな知識がな

くても、もうみんなが子どもを温かく迎え入れて育てているよというような、

そんな雰囲気になるようなところも目指しつつ、ただいまさまざまなご提案を

いただいたので、検討を進めてまいりたいと思います。ありがとうございまし

た。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） 他町村の方と話すと、高森町は子どもの活動とか、子どもの

やりたいこと、町全体、大人全体が支えていてうらやましいなという声をたく

さん聞かれます。 

ですので、今後も高森町は、こういった子どもの権利などありますが、先ほ

ど町長がおっしゃったように、知識で凝り固めなくても、その行動で子どもた

ちを主体として扱っていけるような大人が増えていくこと。また、第７次振興

総合計画まちづくりプランでも、ＳＤＧｓの目標につながるものは、それらを

明記し、地球規模でも貢献していることを意識できるよう努めておりますので、

ぜひこれから掲げられる項目には、子どもの権利に関する表記も明記して、地

球規模で子どもたちを尊重する町になることを期待して、一般質問を終わりま

す。 

 

◇ 通告５番 北沢 幸保（10 番） ◇ 

○議長（小平一博君） 10 番、北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 10 番、北沢幸保です。 

通告に従いまして、場外舟券売場とサッカー建設について、質問させていた

だきます。 

（１）に入ります。 

昨年、浜松市の金カロウ有限会社、以下金カロウとしますが、山吹区内の閉

店を控えたパチンコ店を活用してボートレースの場外舟券売場を開設する計画

を町に提示しております。これに対し、町は、「新たなまちづくりに活用したい

ので遠慮してほしい」と伝えたとのことであります。 

このやりとりは、昨年のいつ頃、町長は誰から聞いて、町長は誰に遠慮して

ほしいと伝えたのか、伺います。 

○議長（小平一博君） （１）の答弁を求めます。 

壬生町長。 
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○町長（壬生照玄君） こうした動きがあるということについては、昨年の夏頃から、

信用金庫であったりとか、地権者の皆様からお聞きをしておったというところ

であります。 

金カロウ有限会社の石井社長が当町に訪問されたのは昨年の 10 月中旪頃で、

そのときに旧ダイエーパチンコでの事業展開の話を聞いています。ほたるパー

ク周辺用地での事業展開について遠慮してほしいと正式に伝えたのも、その時

であります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足質問させていただきます。 

ただいま町長は、時期は昨年の 10 月中旪に金カロウの方から聞いたというふ

うに答弁されました。 

しかし、山吹区の役員の方の記録によりますと、2021 年、昨年の７月 20 日、

金カロウの社長ほか３人が山吹役員宅を訪れ、高森荘西に舟券売場を造りたい。

地元の戸数を教えてほしい。51％以上の地元の賛成が必要と、そのように語っ

たということであります。 

ただいまの町長の答弁と時期がかなり食い違っておりますが、再度確認をさ

せていただきます。 

○議長（小平一博君） 補足質問の答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 区の役員の皆様のところへいつ行かれたとか、そういうこと

は私は存じておりませんが、私のところに正式に来ていただいて、そのご依頼

をされたのは 10 月の中旪だったと記憶しております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足質問をお願いします。 

そうすると、今の経過をまとめますと、７月ぐらいに山吹区の役員のところ

に、高森荘の西に計画をしているということを伝えております。そしてその後、

10 月の中旪に町長のところに来て、パチンコ店の跡を活用したいというふうに

言ったということで、そして、そこは遠慮してほしいと、町はその時に答えた

と、そうすると、金カロウは、高森荘の西を計画しておって、パチンコ屋に来

て、また高森荘の西に移ったというような経過になるわけですが、なんか不自
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然に感じますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 補足質問の答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 当初の計画がいつ伝えられたかという、そういうご質問で、

すいません。反問権という形で質問させていただきます。 

○議長（小平一博君） 反問権を。 

○町長（壬生照玄君） そのご質問でよろしいでしょうか。 

○議長（小平一博君） 反問権を認めます。 

○町長（壬生照玄君） 旧ダイエーパチンコの跡地を活用するということをいつ町に

伝えたかという、そういうご質問でよろしいでしょうか。 

○議長（小平一博君） 時間を止めてください。 

それでは、それに答えてください。 

北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 今までの説明会の中での経過と实際の経過が、なんか町民

にも正確に伝わってないというふうに感じますので、再度、行政の方から正確

に説明をしていただきたいというふうに思います。 

①に移ります。 

○議長（小平一博君） それでは、答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） それでは補足質問に対しての、よろしいですか。 

○議長（小平一博君） どうぞ。 

○町長（壬生照玄君） 先ほどの補足質問に対しての答弁をさせていただきます。 

ちょっと金カロウさんが高森町へ来る前に、どういう動きをしていたかとい

うことについては、私では知る余地のないところです。ただ、旧ダイエーパチ

ンコの跡地を利用して、それで舟券売場にしたいと思っていたことは事实で、

今のお話だと、７月の 20 日くらいに山吹区の皆さんのところにそれをお伝えに

行ったというようなことかと思います。 

その後、地権者の皆さんであったり、ダイエーさんであったり、その金融機

関等とも、多分金カロウさんもいろんな話をされた上で、最終的に 10 月の 21

日に旧ダイエーパチンコのところでやりたいというけど、町はどう思うのかみ

たいな形でお問い合わせをいただいたので、町としては、あそこは公共用地に

も面しているし、さらにはこれからのまちづくりに活用したいのでご遠慮いた
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だけないかというような話をさせていただいたという経過であります。 

多分、高森荘の西側等の計画をされた、それがどういう形でそういう計画に

移っていったかは、私はわかりませんが、町からの回答を受けて、それ以後に

そういった活動をされたのではないかと、そのように推測をします。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 私は、山吹区の役員の記録はかなり正しいというふうに感

じております。 

続いて、①に移ります。 

（１）の経過があった後、金カロウは国道 153 号沿いで、高森荘の西側に舟

券売場を計画しているということでありますが、町長は、この場所での計画に

対して、まちづくり、人づくり、地域への影響等どのようにとらえていますか、

お聞きします。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） ただいまのご質問だと、設置されることが仮定された場合に

どう影響するかというようなお話だと思いますので、設置された場合どうなる

かというところでお答えをさせていただきたいと思います。 

雇用が他の地域から、雇用であったり、他の地域からの交流人口の増加を一

定程度見込めるということで、それに伴う経済効果などは期待できると思って

おります。 

今回計画している場所は、天竜川と国道 153 号線に挟まれている土地という

ことで、国道の沿線ではありますが、公共用地に隣接しているわけでもなく、

商業地として活用される予定もないため、土地利用としては大きな課題はない

と思いますが、建築物、建設される建物の規模や集実人数などで、交通や防災、

地域に与える影響などがあるかもしれませんので、それらを考慮し、建てると

なれば、対策を求めるということをしなければいけないと思います。 

自治体経営という面で考えれば、ある程度のお金が入ってくるということを

見込めるため、今後のまちづくりに活用することができるのではないかと思っ

ております。 

最後に、ギャンブル施設があるということで、イメージであったりとか、身

近にあるということで住民や青尐年への影響ということを考えなければいけな



 －83－   

いと思うんですが、既に高森町には民間の遊技場があったりとか、宝くじ売場

があったりということ、さらには、今の時代、ネットを利用すればさまざまな

ギャンブル自体を行うことができる、こういったような当町の現状であったり

とか、ほかの自治体でこうした施設が直接的に住民生活に影響しているという

ことは、なかなかお聞き取りすることができないため、総じて施設ができる、

できない、これによって行政運営やまちづくりに大きな影響を与えるというこ

とは考えにくいということです。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ②に移ります。 

ボートレース振興会は、2018 年６月 20 日、今後は積極的に舟券売場の推進

は行わない方針を決定しております。 

また、2018 年 10 月１日以降、施行者が主体となって物件を選定し、推進す

る方法に変更することを表明しております。 

当町における金カロウによる土地の選定や説明会の開催等は、ボートレース

振興会の前記決定を逸脱する行為であるというふうに感じております。 

町は、ボートレース振興会や浜名湖競艇企業団にそのことを訴え、金カロウ

を撤退させるべきではないかと思いますが、いかがですか。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） それらの詳細について、私の方で詳しくは調べてもおりませ

んし、調べる必要もないと思っておりますけれど、私のとらえとして、今回の

案件については、ボートレース振興会が行っているのではなくて、物件を施行

者である金カロウ有限会社が主体として行っているということで、今ご案内い

ただいたとおりの方針の手続きをされているような気がしております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足質問します。 

ボートレース振興会は、重要という括弧書きにして、ボートレースチケット

ショップ推進に関する注意という情報を発信しております。2016年10月４日、

近年、当会の関与なく、ボートレースチケットショップ推進のための地元住民

向けの説明会を開催するなどの情報が多く寄せられておりますが、当会が関与
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しないこの種のコンサルティング案内は、詐欺まがいのものも多く含まれてお

ります。本事業の推進をお考えの方は、十分ご注意いただくとともに、そのよ

うな案内に、案件に接した場合には、必ず当会宛てにあらかじめご照会いただ

きますようお願いいたしますと、このように注意を喚起しております。 

そのような関係で、大分市、取手市、沖縄市、豊前市、滋賀県の豊郷町、こ

れらの町村でそういった動きがあって、これらの市や町で動きがあったという

ことで、問い合わせた結果、いずれもボートレース振興会は一切関知していま

せんという判定をしております。 

こういった報道に対して、町長の見解を伺いたいと思います。 

○議長（小平一博君） 補足質問に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） そういうことであれば、今回の案件が、ボートレース振興会

が納得しているものなのかどうなのかという問い合わせは、私の方でさせてい

ただきます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ぜひよろしくお願いします。 

③に入ります。 

山吹区では、計画地から１キロ以内にある５地区において、舟券売場設置計

画に対する住民の意向調査が行われました。その結果、５地区の平均で 67.5％

の人が反対の意思表示を行っております。そして、５地区すべてで舟券売場に

は「不同意」との地区判定がされました。 

また、山吹区では、1,091 筆の反対署名が集まっており、12 月５日の産業建

設委員会では、舟券売場反対の請願の全会一致で採択、舟券売場反対の請願に

対して、全会一致で採択すべきという方向が、委員会の決定がされたというふ

うに報道されております。 

国交省の設置許可は、①地元自治会の同意、②議会の反対議決がない、③首

長の同意のすべてを満たしていることとなっております。 

町長は、①が不同意となった事实を真摯に受け止め、③に対して、舟券売場

計画に不同意であることを一刻も早く決意を表明するべきではないでしょうか。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 
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○町長（壬生照玄君） まず、競馬、競輪、競艇、オートレース、宝くじ、こういっ

たものはいわゆる公営ギャンブルとして扱われておりまして、収益金につきま

しては、民間が行う遊技場、パチンコ、パチスロ店と異なりまして、国内では

高齢者や障がい者などの福祉事業や、困難を抱える子どもたちへの支援に、国

際的には戦争難民や発展途上国の教育格差是正のための支援などに幅広く活用

されておって、多くの皆様が支えられているということについては、無視する

ことができない事实だと思っております。 

さらには、当町には、許認可のいらない民間施設による遊技場、パチンコ店

ですね、や地域や文化活動に多くの助成金をいただいている宝くじ売場もある

ということも踏まえ、ギャンブルというイメージだけにとらわれた判断で、こ

うした事業者にご迷惑をかけないように努める、そういった必要もあると思っ

ています。 

また、既に地権者が同意している、周辺の福祉施設が反対の表明をしていな

い、こういったことについても考慮しなければならないと思っています。 

首長として判断が必要になる状況が求められる、そのタイミングが来るよう

であれば、これまでご議論いただいた町民の皆様や、議会の考え方も尊重しつ

つ、既に立地されている地域の現状や当該地での事業計画の詳細など、こうし

ったものも調査し、きちんとした理由を明確にして、慌てることなく、同意も

しくは不同意の判断を慎重に行うべきと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、サッカー建設について、質問します。 

（１）に入ります。 

サッカー場を計画した主な理由として、県のサッカー協会から、「上伊那を含

む单信州エリアにはきちんとしたサッカー場が一つもなく、残念に思う」と言

われたことを挙げています。しかし、天然芝のサッカー場が 10 月に川路にでき

ました。2028 年には駒ヶ根市と飯島町で国体のホッケー競技が行われ、その後

は天然芝のサッカー場として活用するようです。 

このように、单信州のサッカー場の事情は、当初の見通しと大きく変わって

きています。公認の人工芝サッカー場にこだわらず、計画を見直しするべきで

はないでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 
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三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 高森町が計画しておりますサッカー場は、正式ピッチサ

イズの人工芝、夜間照明、クラブハウスを備えた「長野県フットボールセンタ

ー」として運用し、長野県サッカー協会と協力、連携して、施設の利活用や地

域住民の健康増進、青尐年の健全育成・技術向上に向けた活動を行います。 

ですので、長野県サッカー協会の試合をこの場所で行うという趣旨は変わっ

ておりません。 

なお、駒ヶ根市と飯島町は、2028 年長野県で開催されます国民スポーツ大会

に向け、ホッケー場を整備するとお聞きしております。 

以上であります。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足質問します。 

11 月 19 日に川路の新しくできた、新しくできたというか、新しく芝生を植

えた天然芝のサッカー場、ここで 10 チームが参加して、第 26 回飯伊尐年サッ

カーライオンズカップが行われております。このような大きなお金をかけずに

造った天然芝のサッカー場でも立派に大会が行われているというふうに感じた

わけですが、こういった運用の仕方、試合のされ方をどのように感じるか、お

聞きします。 

○議長（小平一博君） ①でいいんですか。補足質問ね。 

（１）に対する補足の答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 地域の实情に応じたそれぞれの使い方というのがあると

思います。町で言っているのは、当初からそういった県協会の主催の公式の試

合ができるサッカー場ということでありますので、そこの認識の違いはあるか

なと思いますので、私たちが今回整備を計画しているのは、そういった公式の

試合ができるサッカー場ということであります。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ①に移ります。 

計画しているサッカー場は、单信に唯一の人工芝サッカー場になるわけです

が、公認の人工芝サッカー場になるわけですが、そしてかなりの利用となるこ

とが予想されると、土日、夜間はどう予約を入れるかという状況になると、あ

ちこちの説明会で説明しております。 
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しかし、先ほど言いましたように、单信地域には各地にサッカー場ができる

わけです。そういった、そうすると、利用の見通しは大きく変わってくるとい

うふうに感じますが、改めて将来の利用見通しを伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 長野県のフットボールセンターになると、県のサッカー

協会が主体的に利用できる施設となります。年間稼働率の原則５分の４を利用

する権利を有する施設となることから、一定程度の稼働率は担保されると考え

ております。 

しかしながら、県サッカー協会が占拠するものではないため、年度当初に調

整会議を行いまして、地元の優先利用についても協議していきたいと考えてお

ります。 

また、将来の指定管理を見据えたサッカー場、クラブハウス、多目的広場の

施設全体をどのように活用していくか、共同検討者であります一般社団法人松

本山雅ＳＣ单信と研究をしていきます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ちょっと補足質問します。 

当初は、单信に高森しか公認の人工芝のサッカー場はないんだと、そして、

予約が入りきらんぐらい、土日や夜間はどう予約を入れるかというふうに説明

しております。しかし、ここへきて、あちこちにサッカー場ができるし、それ

からさっきの川路のようなグラウンドでも結構大会ができておるんですね。当

然練習もできるだろうし、そういった将来の見通しをもう一回立て直す必要が

あると思いますが、いかがですか。 

○議長（小平一博君） 補足質問の答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 当然ながら、スポーツ施設というものについては、いろんな

ところで整備をされてくるということも予想されておりますし、そうあるべき

だと思っています。まず、地域の子どもたちが、できるだけそういったところ

で活動ができるというような環境を整えていくというのは、町としての責任で

もありますし、地域全体としての責任でもないかと思っております。 

その上で、利用についてということで、私にしてみれば、今回造るものが、
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高森町の子どもたちにとって一番利用しやすいものになるということが大前提

でありますので、高森の子どもたちの練習やなんかがその場でできるような環

境をまず整えるということが大前提になります。 

ただ、それ以外にどうしてもきちんと公式の大会として認定される大会等に

ついては、これまでも松本まで行かなければ試合として展開することができな

かったというようなところについては、单信で高森町が今のところ唯一であり

ますので、そこでしか開催することができないというような形になっていくの

かと思います。 

７年後、８年後、上伊那の方にホッケー場が整備をされ、その後、天然芝の

サッカーグラウンドとして転用がされるということであれば、高森町は人工芝、

上伊那は天然芝というような形になれば、それをどういうふうに使い分けてい

くかというのは、県の協会であったり、ＪＦＡの方針に従って行われるべきも

のというふうに判断しております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ②に移ります。 

サッカー場は、人工芝、ゴムチップ、防球ネット、飛散防止ネットなど大量

の化石燃料由来の樹脂を使うことになります。これは、当町のゼロカーボンシ

ティ宠言の理念や、2030 年に達成を目指すＳＤＧｓの多くの項目に逆行する計

画であります。エシカル消費につながる行動からも、人工芝のサッカー場を今

から造るべきではないというふうに考えますが、いかがですか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） エシカル消費とは、地域の活性化や雇用なども含め、人

や社会、環境に配慮した消費行動で、消費者それぞれが各自にとっての社会的

課題の解決を考慮し、そうした課題に取り組む事業者を応援しながら消費活動

を行うことであり、ＳＤＧｓの 12 番目、「つくる責任 つかう責任」に該当し

ます。 

私たちの生活の中で、化石燃料由来の製品をなくすことは不可能です。つく

る側も使う側もきちんとしたルールを守り、環境への配慮を行うことが大切だ

ということです。 

今回の事業は、天然芝を選択しても、養生のための農薬散布による環境問題
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も懸念されます。 

そこで、計画段階から作り手の責任として、費用はかかりますが、飛散防止

のネットや集水桝の設置、利用者には靴底に付着するマイクロプラスチックを

コートの外に持ち出さないように徹底し、ハード・ソフト両面からマイクロプ

ラスチックの流出対策を实施します。また、照明のＬＥＤ化による省エネ対策

も行います。 

今回のサッカー場は、雇用なども含めた地域の活性化や、人や社会、環境に

配慮したもので、エシカル消費やＳＤＧｓ、ゼロカーボンシティ宠言に即した

施設です。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） （２）に入ります。 

ほたるパークについて、ほたるパーク用地は町のものだと、これは１月 28

日に説明会で言っております。また、用地はすべて高森町の用地となっている

というふうに８月 10 日に説明しておりますが、实質の所有権は山吹区にあるの

ではないかというふうに思いますが、いかがですか。 

○議長（小平一博君） （２）に対する答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） ほたるパーク周辺整備事業の用地につきましては、所有

権はすべて高森町になっております。山吹区は地縁団体でないため、登記簿上、

山吹区が所有者になることはできません。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足質問します。 

私が町長のところに文書で問い合わせた結果、７月 15 日に回答をいただきま

した。その内容は、实質の所有権は山吹区が有しているという回答であります。

再度お聞きします。 

○議長（小平一博君） 補足質問です。答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） すぐその回答した文書が出てきてないので、明確な回答にな

るかわかりませんけれども、これまでについては、山吹区についても、ほたる

パークの用地を購入するにあたって費用を負担していただいて、それで登記簿
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上は所有権を持つことはできないですけれども、实質の所有権というものを持

っていただいておったということもありますし、ほたるパークのお手洗いやな

んか等も含めて、維持管理等についてはすべて山吹区にお願いしておったとい

うような、そういう経過はありますけれども、今後については、どういう協定

を結ぶかというのはありますけれども、区のご希望としては、すべて町の方に

お渡しして、どちらかというと、ほたる祭りであったりとか、そういうイベン

トのときにきちんと山吹区が使えるような状態にしてほしいというご希望だと

いうふうに伺っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 今の町長の説明、じゃあ①に移ります。 

サッカー場が山吹区のほたるパークに計画され、その代わりに町有地に多目

的広場が造られて、いま町長の説明のように、山吹区が使えるということにな

るわけですが、やっぱり所有権は山吹区にあるということでありますので、契

約書を、契約書等を取り交わすべきだというふうに思います。口頭で無償で使

ってもいいですよだとか、そういう口頭での約束ではなくて、後々まで続くこ

とでありますので、資産、大きな資産に関係することでありますので、きちん

と山吹区と町と契約を結ぶべきというふうに、結んでいただきたいというふう

に訴えますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 反問権を使わせていただいてよろしいですか。 

○議長（小平一博君） はい。反問権を許可します。 

○町長（壬生照玄君） 山吹区に限らず、いろんな、よろしいですか。 

○議長（小平一博君） はい、いいです。 

○町長（壬生照玄君） いろんな地区が建物を所有しておって、それは町の名義にな

っている。いわゆる地縁団体になってなければ、すべて町の名義になっている。

さらに財産区である山であったりとか、そういうものも持っていながら、町の

名義でありながら区の所有になっている、そういったものは数多くあるんです

が、ただいまのご質問は、そういうものを含めてすべての区と契約を結べとい

うようなお話かどうかを確認させていただきます。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 
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○１０番（北沢幸保君） すべてじゃありません。今回みたいに、区の所有しておる

ところを登記は町がしていて、そういう实態ですよね。实際の所有権は山吹区

にあるという、例えば財産区の山、山なんかの登記も、区の山であっても区で

登記せずに、町で登記せざるを得ないと、それから区民会館だとか、それから

自治会の積善会館だとか、土地や建物は自分たちで登記できないので、町で登

記しますよね。 

今回の場合は、その土地をサッカー場として使うわけです。山吹区の土地を、

所有権のあるところを。そういった場合は、今の区長さんとの、区長さんへ山

吹区の役員の人たちとの口頭での話し合いだけじゃなくて、文書で、後々町長

も替わります。区の役員も替わっていきます。それをきちんと残していくため

には、文書で契約をして、末代サッカー場をずっと使っておる間、使っておる

というか、その部分、部分というか、そういうことになりますので、きちんと

契約をして、町で使わせていただきますという、そういう内容の取り交わしを

しておく必要があるというふうに言ったわけです。 

○議長（小平一博君） 反問に対する回答がなされました。これでよろしいでしょう

か。 

○町長（壬生照玄君） 結構です。 

○議長（小平一博君） 結構ですか。ちょっと待ってください。これでよろしいです

ね。 

それでは、これで反問を終了いたします。 

以上で反問権の行使は終了いたしますので、再開をいたしますので、入れて

ください、時間を。 

これから質疑を再開いたします。 

町長。 

○町長（壬生照玄君） それでは、先ほどの補足質問に対しての答弁をさせていただ

きますけれども、例えば、地区の、下市田の区民会館の底地の名義についても、

建物についても、高森町の名義になっております。建物やなんかについては、

地元の負担金を出していただいておるので、条件としては、今回の山吹ほたる

パークと同じような形で、土地を所有する、建物を所有する時点で、地元の負

担金を出していただいて、町の方と一緒に物を建っているというような状況に

なります。それについて、例えば、下市田区と下市田区民の皆さんが使うため

の契約等の行為は、今までしてこなかったですし、これからもするつもりはな



 －92－   

いです。今回の山吹ほたるパークも、私たちにとっては全く同じ考え方です。 

過去に土地を購入する際に区が負担していただいて、所有権を区が有してい

ることは当然ですけれども、それに対して、これまでも町として契約行為をし

たということはないですし、さらに今回、所有権というよりは利用をする権利

の一部を、きちんとほたる祭りであったり、そういったところを明確化してほ

しいということかもしれないですけれども、それをあえて契約を結ぶというよ

うなことについては、町としては考えておりません。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ②に移ります。 

町は５年先までさまざまな計画を立てております。令和３年度の決算では、

財政調整基金 8.5 億円等合計で 19.3 億円という結果であります。そしてこの中

で不測時に備える必要もあるということでありますので、实際使えるお金は半

分以下というふうに考えます。 

今後５年間の大型事業に必要な一般財源と基金の見通しを伺います。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） ご質問に挙げられました４件の建設事業の概算事業費ま

た一般財源との試算の結果でございますが、あくまでさまざまな調整やコンセ

ンサスがない中で、ほんとに仮見通しというような形でお尋ねをいただきまし

たので、概算ではありますが、お答えをさせていただくところです。 

かわまちづくり事業につきましては、総事業費が３億円、一般財源がさまざ

まな特定財源等を活用して 0.2 億円。それから下市田保育園につきましては、

事業費の見込み４億で、一般財源が 0.4 億円。山吹保育園が、同じく事業費見

込み４億円で、一般財源 10 分の１の 0.4 億円。福祉センターにつきましては、

事業費見込み 10 億円で、一般財源が現在のところ３億円というような形でして、

以上４事業の仮定で推計した一般財源は、合計約４億円となります。 

議員ご案内のとおり、主要３基金の令和４年度末見込み残高は 19 億円余りで

ありまして、その一方で、令和５年度以降も、ここ数年の实績平均では１億円

以上毎年の歳計剰余金を積み立てております。ですので、その積み増しを継続

するというような想定で、先ほどの事業に基金を充当したとしても、その残高

は常に 15 億円ないし、安全を見ても 10 億円を下回らないと試算をいたしてお
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ります。 

よって、安定的な財政運営には支障がないというふうに認識をいたしており

ます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 大変申し訳ないんですが、時間の関係でちょっと飛ばさせ

ていただきます。（３）に入ります。お願いします。 

議員必携では、予算審査の着眼点として、長期的な観点に立っての是非を判

断することが必要。そのために、既に策定されている基本構想に合致するもの

であるか否かについて検討しなければならないと指摘しております。 

この指摘にサッカー場計画は合致しているか否か、町長に見解を伺います。 

○議長（小平一博君） （３）に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 議員必携ですので、議員の皆さんがどういったことを着眼点

に置いて議決をするかというようなご案内かと思います。 

この事業も含めまして、これまで町はいろんな事業をやっておるんですが、

説明や議会の議案のご決定やこれまでの過程も踏まえて、長期的にあたって必

要であり、既に策定されている第７次まちづくりプランや地方創生総合戦略の

いずれの目的にも合致していると考えているため、提案しているものでありま

すので、議員必携に従って各議員がご判断いただいているものと考えておりま

す。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ①に移ります。 

同じく議員必携からですが、経常収支比率は 75％以下が望ましいというふう

に指摘しております。令和３年度の決算では、同指標は 81％であります。 

後年度負担が大きいサッカー場は、経常収支比率をさらに悪化させる要素が

多分にあります。経常収支比率が 75％に達していない現在、建設を見送るべき

だと考えますが、いかがですか。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） まず、経常収支比率の 75％ということについて、お答えをさ
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せていただきたいと思います。 

過去には、総務省や有識者によりまして、町村での経常収支比率が 75％以下

が望ましいと言われたことはありましたけれども、平成 16 年頃の三位一体改革

や、合併による財政措置が終わったことによって、現在、経常収支比率が８割

を超える自治体、これがほとんどであります。 

このような財政状況、地方財政の状況を取り巻く中にあっても、未だにその

75％が望ましいというのは、私は常識に外れた、そういったことだと思います

ので、議員必携を直していただいた方がよいのではないかと思います。 

ちなみに、令和２年度の長野県の市町村の平均は 87.4％、町村のみは平均は

81.4％ということで、当町は平均値以下であります。 

今後、サッカー場により経常経費が増額したとしても、運営事業者の努力で

あったりとか、いわゆる経常一般財源は何かということをちゃんと調べていた

だくとわかるんですが、経常一般財源に充当されない、例えば、ふるさと納税

などを財源に充てる、こういった対策をすることで、経常収支比率は見た目で

上がっていくのかもしれないんですが、財政運営に影響を与えるということは

全くありませんので、ご理解をいただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 議員必携の数字を直せというご指摘、私はその必要はない

というふうに思います。然るべきところでそれはちゃんと検討されて議員必携

を作っておると思います。 

関連、②に移ります。 

地方自治法第２条 14 項では、住民の福祉の増進に努めるとともに、最尐の経

費で最大の効果を挙げるようにしなければならないと規定しておるわけです。 

16.6 億円投入するという、そういうふうに資料が出されておりますが、单信

州地域にサッカー場が増え、子どもたちが減る見通しの中では、得られる効果

は尐ないのではないでしょうか。 

いったん立ち止まって、地方自治法の規定を遵守して、多くの町民が福祉の

増進を实感でき、最尐の経費で最大の効果が上がる事業が優先して取り組むべ

きだと考えますが、いかがですか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 
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○町長（壬生照玄君） 子どもたちが減るから必要がないと言われるその言葉に対し

ては、正直、そういう考えなんだと、ちょっと残念に思わざるを得ないですけ

れども、当たり前のことを言わせていただくと、町では、この事業に関わらず、

すべての事業において、地方自治法の趣旨に則り議会に提案し、議会としての

決定や同意を得た後に事業を進めています。そのために地方自治体には、公選

で信任をされた住民を代表する議員と首長が存在して、議会も首長も対等の立

場として二元代表制がしかれており、議員の多数決によって議会として決定を

いただいておるという認識をしております。 

今後も、そのことが変わることはありませんので、町からの提案については、

議会として適切なご決定をいただければ結構なのではないかと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） じゃあ時間が来ましたので、サッカー場については、遺産

づくりにならないように、町民の意見聴取をしっかり行って、広い観点からじ

っくり検討し、検討し、見直すことを強く訴えまして、一般質問を終わります。 

○議長（小平一博君） ここで休憩に入ります。 

再開は１時 15 分です。 

 

休 憩  午後０時０３分 

再 開  午後１時１５分 

 

○議長（小平一博君） それでは、休憩を解き、一般質問を再開いたします。 

なお、本島未来君から、会議規則第２条の規定により欠席届が出ております

ので、ただいま欠席届が出ておりますので、ただいまの出席議員数は 13 人であ

ります。 

定足数に達しておりますので、このまま一般質問を再開いたします。 

 

◇ 通告６番 佐々木 昌（６番） ◇ 

○議長（小平一博君） ６番、佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） 議員番号６番、佐々木 昌です。 

一般質問通告に従い、質問します。 

質問事項のインボイス制度の導入について触れる前に、現在の消費税制度の
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特徴を二三述べます。 

まず、社会保障のために導入したとしていますが、法人税減税等に使われて

います。さらに、低所得者には負担の重い逆累進課税の税であります。そして、

当初の３％から 10％になり、国税に占める消費税の額は、現在 34％と突出して

います。ただ、輸出免税制度については、消費税が還付を受けているので、輸

出の大企業にとっては優遇の税制であり、庶民にとっては過酷な税となってい

ます。 

それでは、質問事項の本題に入ります。 

インボイス制度、正式名称は適格請求書等保存方式の町民への周知徹底の状

況と対策について、お伺いいたします。 

質問の趣旨としましては、2013 年 10 月１日から制度開始で、自治体の一般

会計の特例を除き、自治体においては、例えば、自治体の行う上下水道事業な

どの公営企業会計、それから特別企業会計、また自治体関連事業で売り手・買

い手の関係をもつ企業や個人がインボイス制度登録への選択の有無により、有

無に迫られ、大きく経営がそのことによって左右されることがはっきりしてき

ています。 

これは、町内の事業や町民にとって重要な制度であるので、自治体自身が取

引業者を対象に説明会を開き、インボイス制度の後の事業会計方針を伝える必

要があると考えます。 

そこで、質問事項の（１）の質問ですが、上下水道事業の企業会計関係の対

象事業者数はどのくらいになるか、また、説明会などの予定はあるのか、お聞

きします。 

また、学校給食において、保護者の給食負担から始まり、給食物資納入の仕

組みの中で、公益法人的な扱いはあるのか。あれば、どのようにインボイス制

度に対応するのか、お伺いします。 

○議長（小平一博君） （１）について答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 公営企業会計であります上下水道事業は、上下水

道使用者の使用料金に消費税及び地方消費税を含んで徴収をし、消費税等を預

かる売り手の立場と、上下水道管整備や業務委託等々各種取引において消費税

等を支払う買い手の両方の立場にある事業者になります。 

そのため、議員ご質問の対象事業者は、のお尋ねにつきましては、両方の事
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業者としてそれぞれお答えをさせていただきます。 

まず、売り手といたしましては、約 5,060 件のうち一般家庭を除いて、工場

や事業所、飲食店、官公庁等で約 500 件になります。 

一方、買い手といたしましては、令和３年度实績になりますけれども、上水

道で約 60 者、下水道で約 40 者になります。 

説明会の予定は、とのご質問でございますが、インボイス制度は国税に関す

る制度ですので、制度そのものについては、税務署等機関が説明会を開催をし

ておりまして、当課担当者もその説明会に参加をし、制度の理解に努めている

ところです。 

制度開始までには、適格請求書インボイスの要件を満たすような上下水道料

金への対応を行ってまいります。上下水道事業者として、広く取引業者を集め

ての説明会を開催する予定はございません。 

しかしながら、委託契約を交わしております水道の検針員さんや水道の毎日

検査を行っていただいております個人等もおりますので、これらの皆様に対し

ては、個別に丁寧に対応をしてまいります。 

○議長（小平一博君） 続きまして、総務課長。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 続きまして、私からは、ご質問の給食費をはじめ、それ

を含む他の公共料金なども総じての一般会計として共通の対応を答弁させてい

ただきます。 

地方公共団体の一般会計は、消費税法第 60 条第６項で、売上げと仕入れの消

費税額を同額とみなすとされており、インボイス制度に対応した後もこれは変

わりません。 

この制度への対応は、基本的には各地方公共団体の判断に委ねられています

けれども、高森町では、インボイス制度に対応した必要な財務会計等のシステ

ム改修を行い、この対応後は、役場が売り手となる取引のうち、インボイス制

度対応が不要とされている取引以外は、インボイスを役場として発行させてい

ただきます。 

なお、先ほど述べましたとおり、地方公共団体の一般会計は、売上げと仕入

れの消費税額を同額とみなされておりまして、インボイス制度に対応後も仕入

控除の必要がないため、役場が買い手となる取引先がインボイスに対応してい

るか否かには、特に影響がないです。 
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以上です。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） それでは、２番目の質問に入りたいと思います。 

町民の皆さん全体へのインボイスの周知はどのように行うのか、よろしくお

願いします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中原税務会計課長。 

○税務会計課長（中原美幸君） インボイス制度につきましては、令和５年３月末ま

でに登録申請を行うとともに、システムの導入などの準備を行う必要があるた

め、早急に対応することが求められています。 

町といたしましては、税務署が開設している相談窓口や税務署が主催のセミ

ナー等の情報提供を行っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） それでは、次の質問に入らさせていただきます。 

労働契約を結んだいわゆる給料は消費税がかからないけれども、それ以外の

いわゆる個人事業主、フリーランスの方は、1,000 万円以下は消費税免税事業

者であったのですが、今回それを結果として取っ払う形で、このインボイス制

度が入ってくることになりました。 

この制度を早めに知ると知らないとでは、事業者にとっては大きな禍根を残

すことにもなりかねません。 

そこで、一部お答えいただいたかと思いますが、①番で、そこで、今後の課

題対応について問います。 

町として事業主と言わず、町全体を対象にわかりやすい相談窓口など設ける

必要があると思いますけれども、どうでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中原税務会計課長。 

○税務会計課長（中原美幸君） 既に制度開始に向けた事業者を中心といたしました

関係団体が、研修会や勉強会を開催しております。商工会では、今月 14 日に６

回目の会員向けの勉強会を開催予定と聞いております。 

町といたしましては、相談窓口の開設は考えておりません。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 
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○６番（佐々木 昌君） ②の質問になります。 

私の勉強した限りでは、このような制度がいま導入されることは、非常に、

先ほども言いました 1,000 万円以下の関係もありまして、住民いじめの欠陥部

分があると思います。そういう制度を補うような施策は、町として考えている

のか。 

また、そのために制度の見直しとか修正を国に要求するという、そういう方

向的な考えはあるか、お伺いします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中原税務会計課長。 

○税務会計課長（中原美幸君） インボイス制度は、国の進める制度でありますので、

町として意見を述べる立場にはありませんが、引き続き制度の周知に努めてま

いります。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） これで終わりますけれども、インボイス制度、先ほど課長

の方からもありましたが、登録期間が来年の３月 31 日までというふうになって

おります。1,000 万円以下の中小企業者、個人業者等の町民の皆さんが、イン

ボイス制度に対する十分な研修会、説明会により理解を得て、そういう機会を

設けることを提案したいと思います。 

また、制度自体も複雑であり、延期とか廃止等含めて、国の方の動きもある

と思いますが、再考とか是正を国等に求めていってほしいということを提案し

て、私の一般質問を終わります。 

 

◇ 通告７番 河合 隆俊（４番） ◇ 

○議長（小平一博君） ４番、河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 議席番号４番、河合隆俊。 

通告に従って、質問をさせていただきます。 

今回は、休日部活動の地域移行について、伺ってまいります。 

（１）2020 年に文部科学省から、学校の働き方改革を踏まえた部活動改革が

発表され、それを受け、2023 年度から、公立中学校の休日の部活動が段階的に

地域移行が始まってまいります。部活動は学校でするもの、教員が部活動の顧

問をするものという考え方が定着している中での大改革であると思います。 

休日部活動の地域移行をすることは、尐子化の中で将来にわたり生徒がスポ



 －100－   

ーツに継続して楽しむことができる機会を確保し、また、学校の働き方改革を

推進するものだと考えます。 

そこで、休日部活動の地域移行を町ではどのようにとらえているのか、お聞

きいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） ただいまご指摘のありましたように、学校の働き方改革を

踏まえた部活動改革、令和２年９月、スポーツ庁、文化庁、文科省により、学

校と地域が協働・融合した部活動の实現方策として、令和５年度から、休日の

部活動の段階的な地域移行を推進していくことが示されました。 

これを受け、長野県では、生徒のスポーツ・芸術文化環境の充实の観点から、

学校や地域の实態に応じて、地域のスポーツ・文化活動団体との連携、保護者

の理解と協力、民間事業者の活用などにより、学校と地域が共に育てるという

視点に立ち、学校と地域が協働・融合した形で、地域におけるスポーツ・文化

活動環境の整備を進めていくこととしています。 

現在、スポーツ庁・文化庁では、学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在

り方等に関する総合的なガイドライン（案）を策定し、令和４年、今年 12 月

16 日まで意見募集を实施しております。 

このガイドラインは、平成 30 年に策定された運動部活動の在り方に関する総

合的なガイドライン及び文化部活動の在り方に関する総合的なガイドラインを

統合した上で、全面的な改訂が行われ、学校部活動の適正な運営や効率的・効

果的な活動の在り方とともに、新たな地域クラブ活動を整備するために必要な

対応として、休日の部活動を、学校と連携して行う地域クラブ活動と位置づけ

ています。 

飯田下伊那の教育長が集まる飯伊市町村連絡協議会でも議題として取り上げ

られ、各市町村の現状把握、考え方等をまとめているところでございます。 

また、高森町の定例教育委員会の折にも経過等を確認しております。 

現在、課題を整理していますが、「地域の子どもたちは、学校を含めた地域で

育てる」という意識のもと、高森町では来年度から検討会を立ち上げ、生徒、

保護者、指導者、学校等との話し合いの場をつくり、ご意見をいただきながら、

方向性を探りたいと考えています。同時に、県や国等への財源支援の要望等も

行ってまいりたいと考えております。 
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○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） いま教育長の答弁にも若干触れていただきましたけれども、

関連質問の①へまいります。 

休日部活動の地域移行の最大の目的は何か、伺ってまいります。お願いいた

します。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） 長野県教育委員会スポーツ課から示されている目指す姿と

しては、「尐子化の中でも、将来にわたり子どもたちがスポーツに継続して親し

む機会を確保し、同時に、学校の働き方改革を推進し、学校教育の質の向上を

目指す」としております。高森町でも同様に考えております。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 部活動は、主体は生徒であると思います。休日の部活動が地

域移行されても、生徒の皆さんが安心して部活に取り組める環境を整え、また、

生徒に寄り添った形での地域移行になっていくことが望まれると思います。 

それでは、②の関連質問へまいります。 

休日部活動の地域移行を实現させる上で、指導者の確保や人材育成が必要だ

と考えます。特に指導者の確保をどのように今後していくのか、伺います。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 現在、県からは、生徒数の減尐など今後の見

通しの中で、複数の市町村をエリアとした広域連携による人材確保、育成と地

域移行の検討を進めるよう、各市町村教育委員会へ依頼がされています。 

現在、先ほど教育長の答弁でも触れさせていただきましたが、飯伊市町村連

絡協議会の中で、各市町村の現状を確認しているところです。 

高森町では、野球、卓球、バスケットボール、テニス、美術部などで、地域

の方の指導者としてお願いをしているところですが、国や県の示す形ですべて

の部活が实施はしておらず、今後、意向の確認が必要です。 

スポーツ推進委員、体育協会など町の関係の皆さんからもご意見をいただき、

指導員として、保護者の皆様のご参加も含め、人材の確保と育成に努めてまい

りたいと考えております。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 
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○４番（河合隆俊君） 関連質問③へまいります。 

外部指導者の確保については、指導料等が発生すると考えられます。その上

で、保護者の費用負担が増えることで、部活に参加できない生徒が出ることは

望ましくありません。 

そこで、費用負担などの問題が課題となってまいりますが、町ではどのよう

に考えていかれるか、お伺いいたします。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 休日の部活動を地域に移行した場合、学校管

理下の教育活動ではなくなることから、教師の指導は、地域指導者と同様の扱

いとなります。ですので、指導者への謝料が必要になります。現在は、中学校

へ部活動補助として年間 200 万円支出をしていますが、今後どういった補助の

仕方がいいのか、また、どのくらいの経費が必要になるかなど把握した上で、

可能な限り、保護者負担が軽減されるよう努めてまいります。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 関連質問④へまいります。 

専門的な知識や技量、指導経験があり、休日の指導を希望する教員には、兼

職・兼業の許可を取った上で指導をいただければ、スポーツ振興の観点からも

効果があると考えますが、どのようにお考えか、伺います。 

○議長（小平一博君） ④に対する答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 専門性のある学校の先生方の協力というか、

指導というものは、スポーツ振興や文化的振興には大変寄与するものであると

認識はしておりますが、先ほどから議員もご指摘いただいておりますように、

この制度の中では、やはり指導員の確保、保護者負担というものが大きな課題

だということも一つあると感じております。 

今後、県の動向も踏まえながら協議を進め、河合議員のおっしゃるように、

子どもたちにとってどういった形がいいのかということを探ってまいりたいと

思っております。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 最後になりますが、休日部活動の地域移行がされることで、

生徒が生涯にわたってスポーツや文化活動を楽しめる心と体づくりの機会の確
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保、そして、学校の働き方改革の推進につながっていくことをお願いして、私

の一般質問を終わります。 

 

◇ 通告８番 岩口 友雄（13 番） ◇ 

○議長（小平一博君） 13 番、岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） 議席番号 13 番、岩口友雄。 

通告に従いまして、質問いたします。 

壬生町長の定例会開会日のあいさつの内容について、質問いたします。 

令和５年度予算について、お伺いしたいことがありますので、よろしくお願

いします。 

（１）番、新年度予算にあたり、地域の魅力と地域づくりの発信と挙げたビ

ジターセンターや熱中小学校のさらなる活用について検討とありましたが、ビ

ジターセンターとはどのようなことをするところなのか、また、どこに設営す

るのか、お伺いいたします。 

○議長（小平一博君） （１）に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） ビジターセンターそのものは、これまで地形や地質、自然な

どの特徴に対して、訪れるお実様、ビジターを迎え入れるという場所として、

自然公園等に整備をされてきたというような経過はありますけれども、この頃

になってその性格はいろんな形になってきているというふうに認識をしており

ます。 

当町では、リニア中央新幹線、三遠单信自動車道、こういった高速交通網が

整備された先を見据えて、飛躍的に伸びる可能性を秘めている人の往来を、高

森町のみならず单信州に引き込み、地域の活性化につなげるためには、域外へ

の情報発信、来訪者の求めるものへの案内、お迎えをする地域内での受け入れ

の準備など、連携して進める必要があって、その核が必要になるということで

す。この核となるところを、表現的には「ビジターセンター」という言い方を

しています。 

現在検討している高森町観光協会、それがその機能を担い、場所については、

湯ヶ洞・御大の館の敷地内に設けるのが、その目的からしても適当ではないか

と、現在考えておりますが、まずは観光協会の立ち上げを来年度しっかりやり

たいと思っております。 
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以上です。 

○議長（小平一博君） 岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） 一応湯ヶ洞へということでお伺いします。今３番の方の観

光協会の方の話もしていただいたんですけれど、今日一番初めに質問しました

議員からも観光協会の話が出ておりましたので、またちょっと違う観点で、あ

とから質問させていただきたいと思います。 

また、ビジターセンターについても、広域連合の方でも湯ヶ洞近辺のとこが

一応予定で載っている図面等もあります。また、北部事務組合の方でも、一応

そういった観点で高森町に置くという、広域的な考えの中の一つのビジターセ

ンターになってこようかと思いますので、町だけではなくて、もう单信州全体

の観光案内の拠点になるようなセンターにしていっていただきたいなあと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

続きまして、総務省地域力創造アドバイザーとありましたが、どのような仕

事をするか、また、候補者はいるのか、お伺いします。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 地域力創造アドバイザーは、地域活性化に関する知見やノウ

ハウを有する外部専門家を招聘しまして、指導・助言を受けながら、地域独自

の魅力や価値の向上、地域力を高める取り組みで、報酬などその費用の一部が

特別交付税で措置をされてきます。 

初期の段階としては、役場職員の地域への関わりによる地域活性化について

アドバイスを求め、徐々に対象を町民に広げていくというような予定をしてお

ります。 

総務省では、この地域創造力のための外部専門家を登録した「地域人材ネッ

ト」というものを設けておりまして、この中で、元島根県邑单町役場職員の寺

本英仁氏をアドバイザーとしてお願いするように進めています。 

寺本さんの略歴を申し上げますと、島根県邑单町の商工観光課の職員として、

「Ａ級グルメ」の構想を立ち上げ、ネットショップ、町営レストラン、「耕すシ

ェフ」の研修制度、「食の学校」、「０円起業制度」などを手がけて、スーパー公

務員としていろんなテレビやなんかのメディアでも取り上げられています。著

書には、「Ａ級グルメが日本の田舎を元気にする」「スーパー公務員が役場を辞

めた理由」などがあります。 
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私は、10 年ほど前に邑单町に視察に伺った際からお付き合いをさせていただ

いておりまして、今年の３月、邑单町の役場をいよいよ退職されたというお話

を伺いましたので、そのタイミングで「信州たかもり熱中小学校」の講師とし

て来て授業をやっていただき、その後の町への関与についてご相談をさせてい

ただいて、現在に至っておるというようなことでありますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（小平一博君） 岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） 補足でお願いします。 

これの方の任期みたいなものというのは決まっているのか、お聞きします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 一応３年以内に結果を出すというようなことになっておりま

すので、３年間の任期というふうに理解をしております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） ３年、あっという間に過ぎちゃうと思うんですけれども、

その間にしっかりと結果が出せれるように、役場の職員が大変かと思いますけ

れども、しっかりと進めていっていただきたいと思います。 

続きまして、②番の地域おこし協力隊員と地域活性化企業人を登用するとい

うことがありましたが、地域活性化企業人とはどのような人のことを言うのか、

お聞きします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） それでは、地域活性化企業人につきまして、お答えをさ

せていただきます。 

この地域活性化企業人につきましては、同じく総務省で行っております制度

の一つでございまして、民間企業に在籍した社員の方が一定期間自治体で受け

入れ、そのノウハウや知見を生かしながら、地域独自の魅力や価値の向上など

につながる業務に従事していただくものでございます。これは企業に在籍した

ままこちらへ来ていただくということで、その所属する企業に対しての負担金、

人件費などの負担金を町からお支払いしたときに、その費用の一部が特別交付

税で措置されるといった制度でございます。 



 －106－   

今回、検討を進めておりますのは、その食材などの素材の磨き上げから発信、

その組み合わせ、新たな魅力の創造といった部分まで、食に関する豊富なノウ

ハウをお持ちの企業から社員の方をお迎えして、たかもり温泉をはじめとする

町の食の魅力といったものの新たな魅力の掘り下げや発信にあたっていただこ

うといった取り組みで進めておるものでございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（小平一博君） 岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） この地域活性化企業人というのを、御大の館が中心になっ

て活躍していただくというような今お話を伺いました。ということになると、

御大の館はこれからも続けていくんだなという結論がある程度出てくるのかな

と思いますので、しっかりと赤字にならないように、ここのところ御大の館も

いろいろなものが壊れちゃって大変なようですので、いろいろなこれからの出

費もいろいろ来年度の予算で出てくるのかなと思います。 

続きまして、先ほども出てきましたけれど、観光協会につきまして、今日の

質問の一番初めの質問の中で、一番初めの大仕事が出砂原の煙火大会という説

明が町長の方からありました。それも大変必要なことだとは思いますが、今後、

そのことだけではなくて、今後長くやっていくためにどのような仕事をほんと

にメインでやっていくのかということをお聞きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） まず、観光協会の関係の現状と、それから現在進めておるあ

り方検討会等について、お話をさせていただきます。 

高森町観光協会については、協会長は町長の私があたるということになって

おりまして、实質的な体制は今ないということです。 

事業は、市田の灯籠流しに名前を利用するというだけで、私がごあいさつに

行ったりとか、そういうだけでございます。 

では、町の観光業等はどうかといいますと、産業としてはまだまだ弱いと言

わざるを得ないのが現状ではないかと思っております。 

これで、リニアであったり座光寺スマートインター、こういったものが開く

ことによって、今後は、町や单信州地域の誘実であったりプロモーション、こ

ういったものの事業に力を入れて積極的に实施をしていかなければいけないと

いうことです。 
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そこで、改めて観光協会の体制を見直したいとして、今年度、観光業・交通・

金融・まちづくりなど関係する皆様にお集まりをいただいて、高森町観光協会

のあり方検討会、懇談会を实施しておるというところで、３回目の会合を今月

20 日に行うような予定をしております。 

この懇談会の意見からは、当町で集実から宿泊まですべてを卖独で用意する

ことは難しい、むしろ広域圏内に点在する素材を集めてつなぐ、線でつなぐで

あったりとか、面として来訪者を迎え入れるようなことの方が効果的であると

いうことが確認をされています。 

高森町も出資して、既に事業を展開している单信州観光公社や昼神観光局、

松川町や豊丘村には地域ＤＭＯ、こういったものもありますけれども、こうい

う皆様と機能的に連携しつつ、町内の素材をつなぐ役割を果たすのが、新たな

観光協会に適当だと考えています。その先にビジターセンターがあるのではな

いかと考えています。 

ただ、来年、第 100 回の市田の灯籠流しがあるので、まずは、その实行に向

けて準備を進めていただくということと、それに併せて、町内の観光、誘実の

素材集めであったりとか、デジタル媒体等を活用したプロモーション、あと首

都圏への売り込み、こういったものにあたっていただくことを予定して、体制

づくりを進めてまいりたいと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） いま町長の話にもありましたけれど、100 回の記念の大煙

火大会が成功していただくことがまず第一、確かにそのとおりだと思います。 

ただ、やっぱりもう尐し地元のいいところを、地元の人間だとなかなかわか

らないんですけれども、やっぱりそういったところをどんどん掘り起こして、

尐しでもＰＲしていただくというのも大切なことだと思いますので、この観光

協会ができたときに、そこで働く方の裁量にだいぶかかってくるのかなと思い

ます。またそれにも役場の職員の方々もかなり協力していかないと大変なのか

なというとこもあると思いますので、しっかりとした観光協会を立ち上げてい

っていただきたいと思います。 

続きまして、④番、ふるさと納税返礼品の掘り起こしとあるが、今までの商

品だけではだめなのか、お聞きします。 

○議長（小平一博君） ④に対する答弁を求めます。 
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壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 現在、高森町のふるさと納税の返礼品の多くは、果樹などの

農産物が占めているということです。その調達方法であったり発送については、

担っていただく事業者、例えば、農協さんであったりとか丸西産業であったり

マツザワさんであったりという事業者にお願いして、数量確保など、農家との

交渉に町が関与してはいないという状態です。近隣自治体との競争に、それに

よって負けてしまっているという現状もあると思います。 

まずは、これから立ち上げようとしている地域商社で、農家などとの直接交

渉を行いながら、いま以上の数量を確保していくというようなことを考えてい

ます。 

次にですが、これまでどちらかといえば敬遠されてきていた、なかなか商品

として売れなかったというのは変ですけれど、納税されなかった「コト消費」

のうち、コトですね、「コト消費」のうち体験メニューなどが、コロナの影響も

あると思うんですけれども、非常に見直されてきているということです。 

当地域へ来て、果物狩りであったりとか、温泉施設での宿泊、もしくは昼神

の星空を見る、こういったような体験はもちろんなんですけれども、首都圏の

一流料理店で高森町の特産品コースを振る舞うみたいな、そういうメニューが

非常に人気になってきているということです。 

さらには、年末にふるさと納税する人の卖価額というのを見ると、高いもの

から出ていくという傾向があって、いわゆる駆け込み需要をする人たちという

のは、いくつもの自治体に１万円ずつとやるのではなくて、10 万円をある自治

体から取るというような、そういう傾向があるということも聞いていますので、

いま高森町にはそういうメニューが全くありませんので、そういったものをき

ちんと構築をして、年末のこの駆け込み需要に準備するであったりとか、そう

いうことを考えているということです。 

議員からもお話があったとおり、地域おこし協力隊とか地域活性化企業人、

これは外からの目線で、普段地域に暮らす自分たちでは気づかなかった素材や

組み合わせ、こういったものを考えていただけると思いますので、ふるさと納

税を活用した魅力発信であったり創造、こういったものにはまだまだ期待がで

きると考えておるということです。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 岩口友雄君。 
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○１３番（岩口友雄君） ふるさと納税に関しましては、いろいろ何回も何回も一般

質問させていただいておりまして、この間もちょうど豊丘の村長と同じテーブ

ルでちょっと話をしたときに、長野県で７番目くらいというようなふるさと納

税の金額になっているという話をしておりました。マツタケだけがいいのでは

なくて、やっぱりそれなりのアイデアを出してやっているような話しぶりで、

それ以上細かいことはちょっと教えていただけませんでしたけれども、この身

近にそういう参考になるとこがありますので、どんどんそういうとこのものを、

同じもの、大体同じものが挙げているのが豊丘だと思いますし、そういったと

ころのものをいかに魅力あるように宠伝できるかということも、一つの方法か

なあと思いますので、今後ともしっかりとお金のかかることばっかりあります

ので、そのためにもしっかりと、どういう縛りもなく使えるお金を集めていっ

ていただきたいなあと思います。 

続きまして、今お金のこともちょっと言いましたけれども、⑤番目に入りま

すけれども、ハード面でも重要な事業が数多く予定されていますが、資金調達

の面でどのような考えがあるのか、お聞きします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 全体を通して、昨今の町の財政状況というのを見ていただく

と、すべての指標がこの 10 年間で非常に改善をされてきているということです。

どうしてこのような改善が進んできたかというと、借金をたくさんしないとか、

そういうことはもちろんなんですけれども、どちらかというと、国の補助金で

あったりとか、そういったものがきちんと取りにいくことができているという

ようなところが、非常に効果を奏してきているのではないかということと、ふ

るさと納税については、一時６億ほどあったのが、今３億ほどということはあ

りますけれども、それもきちんといったん積むことができて、それで目的に合

った資金として使うことができているというような、そういった状況があるか

らだというふうに判断をしております。 

ただ、そうはいっても、国のコロナ対策であったりとか、物価対策等の形を

見ていくと、来年度以降のいわゆる地方を取り巻く財政状況は非常に厳しい状

況になっておりまして、今後公表されます令和５年度の地方財政対策での地方

財源の伸び、こういったものについては、補助金ではなくて、いわゆる交付税

とかなんですが、そういったものについては、伸びは全く期待ができないとい
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うような状態になっています。 

来年度以降の建設事業の財源確保ということでありますけれども、非常に今

は高森町がこの５年間、いろんな事業に対して国がきちんと支援をしていただ

けるという体制ができあがっておりますので、国の補助金を活用して補助残を

借金をし、その借金に対して交付税算入を求めていくという、そういうやり方

をしていけば、いわゆる建設事業に対しての費用が大きく膨らんでしまう、膨

らんだとしても、それがいわゆる後年度に対して大きな負担を残すというよう

なことはないと考えております。 

ただその一方で、いわゆる通常使っていくお金ですね、そういったものにつ

いては、施策の経費とか経常経費という言い方をしておりますけれども、行政

評価を町としてきちんとして行い、目的を終えたまたは目的に資する効果が低

い事務事業、こういったものについては、縮小や廃止をしていくということも

きちんと行いながら、さらには民間の皆さんのノウハウであったり知見、参入

等もできるだけお願いして、事業費の削減をしていきながら、いわゆる経常一

般財源になってこないふるさと納税ですね、こういったものの財源をしっかり

確保していくということに努めてまいりたいと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 岩口友雄君。 

○１３番（岩口友雄君） どうしてもいろいろ必要になってくるのは、何をやっても

お金であります。しっかりと財源を確保し、また議会としても一緒になって要

望活動に行きたいと、そういったことはできますので、どんどん使っていただ

きたいと思います。 

また、来年度予定されておりますサッカー場等も、やっぱりそれなりのもの

を造ってほしいという声の方が非常に多いので、高森町はいつも中途半端なも

のばっか造っておるというようなイメージがありますので、そういったとこを

尐しでも払拭できるくらいな感じで事業は進めていっていただきたいと思いま

す。 

以上をもちまして一般質問を終わります。 

○議長（小平一博君） これで一般質問を終わります。 

 

３．散会 

○議長（小平一博君） 以上をもって、本日の日程はすべて終了いたしました。 
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次の本会議は、13 日、午前９時に開会いたしますので、ご参集願います。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

○議会事務局長（寺沢正寿君） 皆様のご起立をお願いします。 

「礼」 

ご着席ください。 

 

閉 議  午後２時０３分 


